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30 家庭学習　指導のひとさじ

32 読者のページ　Reader's VIEW／編集後記

「学習のガイダンス」と「家庭学習の記録」で
家庭学習時間を増やす
奈良県奈良市立若草中学校

24 課題にフォーカス

生徒の体力を向上させるためには
 運動頻度が少なく、生活習慣が乱れがちな生徒ほど体力は低い
　　　　「当たり前の生活規律」の徹底と運動習慣の定着で、体力向上を図る　
 広島県東広島市立豊栄中学校

20 ベネッセのデータでみる子どもと教育

 

「家庭学習習慣の定着」「教科を越えた指導体制」
への対応が必要
 

学力向上策と校内推進体制を作り
家庭・地域との連携を
兵庫教育大大学院学校教育研究科准教授　大野裕己
 〈実態把握〉〈学年別の指導〉〈家庭学習ノート・ワークシート〉

発達段階に応じ「課題をこなす」
から「自主的に学ぶ」家庭学習へ
東京都墨田区立吾嬬第一中学校

 〈学習目的の共有〉〈個に応じた指導〉〈ＰＤＣＡサイクルの活用〉

学力向上のＲ─ＰＤＣＡサイクルに
家庭学習指導を組み込む
石川県羽咋市立邑知中学校

 〈教科間での調整〉〈宿題提出の徹底〉〈部活動の活用〉

宿題の質と量を見直し
提出率が6割から8割に
兵庫県尼崎市立南武庫之荘中学校

 〈自主学習帳の活用〉〈学習週間〉〈生徒による啓発活動〉

自主学習帳と学習週間により
生徒主体で「学ぶ習慣」を定着
栃木県栃木市立皆川中学校
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特集 

家庭学習 
―机に向かう習慣づくり― 

 

＊アンケートは『VIEW２１』編集部実施。調査時期は２００９年６～７月。『ＶＩＥＷ２１中学版Vol.１』にア

ンケート用紙を同封し、ファクスにて回収。有効回答数は２１６。上記は該当項目の上位５回答

いかにして生徒の学習時間を増やし、自主的な学びへとつなげていくか――。 

カギを握る「家庭学習」の指導の工夫について、 

学校規模や環境が異なる４校の実践事例などから考える。 

学習時間の絶対量が不足 

取り組み姿勢の生徒差が大きい 

学習時間に偏りがある 

もっと個別に対応したいができない 

指示したことしかしない 

 

生徒の家庭学習と 
その指導に関する課題 ―小誌読者アンケート結果より― 

1 位 

2 位 

3 位 

4 位 

5 位 

年度初めの学習オリエンテーション（石川県・羽咋市立邑知中学校）

定期テスト前に部活動単位で学習（兵庫県・尼崎市立南武庫之荘中学校）
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小
誌
読
者
モ
ニ
タ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
P．

１
）
か
ら
、
家
庭
学
習
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
最
も
多
い
の
は
家
庭
学

習
時
間
の
短
さ
だ
。
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
が
行
っ
た
全
国
的
な
調
査
で
も
、
生
徒
（
２
年

生
）
の
約
２
割
は
家
で
は
ほ
と
ん
ど
勉
強
し
て
い
な

い
、
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。
教
師
が
指
導
し
て
い

る
平
均
的
な
家
庭
学
習
時
間
「
毎
日
９０
分
」
に
は
程

遠
い
状
況
だ
。
ま
た
「
生
徒
に
よ
っ
て
家
庭
学
習
に

取
り
組
む
姿
勢
に
差
が
見
ら
れ
る
」「
受
け
身
」
な

ど
、
学
習
意
欲
の
問
題
を
指
摘
す
る
声
も
多
か
っ
た
。 

　
こ
う
し
た
生
徒
の
現
状
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る

指
導
上
の
悩
み
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、「
個

別
対
応
の
時
間
が
取
れ
な
い
」「
授
業
の
内
容
と
連

動
さ
せ
て
家
庭
学
習
の
効
果
を
高
め
た
い
が
難
し
い
」

「
教
科
間
で
宿
題
の
量
や
質
を
調
整
す
る
必
要
が
あ

る
」「
家
庭
と
の
連
携
が
十
分
で
な
い
」
な
ど
だ
。 

　
各
校
特
有
の
状
況
が
あ
る
中
で
、
学
校
は
家
庭
学

習
に
ど
う
か
か
わ
る
か
。
生
徒
に
必
要
な
学
力
を
身

に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。 

 

次
ペ
ー
ジ
に
、
本
特
集
で
取
材
し
た
４
校
の
取
り

組
み
を
分
類
し
た
。
学
校
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い

る
取
り
組
み
か
ら
、
教
師
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
対

応
す
る
指
導
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
る
。
ま

た
、
同
じ
よ
う
な
内
容
で
も
、
学
校
の
状
況
に
応
じ

て
指
導
方
針
や
実
施
規
模
が
異
な
る
よ
う
だ
。 

　
こ
れ
ら
の
学
校
事
例
と
、
４
ペ
ー
ジ
か
ら
の
研
究

者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
課
題
解
決
に
向
け
た

ヒ
ン
ト
を
考
え
る
。 

図２　家での学習の様子（２年生） 

図１　家庭学習の頻度と時間（２年生） 

ほとんど毎日する 
29％ 

週に半分以下 
しかしない 
19％ 

家ではほとんど 
勉強しない 
21％ 

週に1日くらいしかしない9％ 

無回答・不明1％ 

出された宿題を 
きちんとやっていく 

嫌いな科目の勉強も 
一生懸命する 

家族に言われなくても 
自分から進んで勉強する 

自分で興味を持ったことを、 
学校の勉強に関係なく調べる 

授業で習ったことは、 
その日のうちに復習する 

授業で習ったことを、 
自分でもっと詳しく調べる 

89％ 

75％ 

66％ 

58％ 

49％ 

43％ 

◎学校の宿題や課題をする時間 平均39分 
◎塾や予備校、家庭教師との学習を含めた時間 平均87分  

週に半分 
以上はする 
22％ 

「
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
」 

「
教
科
を
越
え
た
指
導
体
制
」 

へ
の
対
応
が
必
要 

編
集
部
が
行
っ
た
読
者
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
や
取
材
等
の
結
果
に
加
え
て
、 

ベ
ネ
ッ
セ
の
各
種
調
査
デ
ー
タ
か
ら
、家
庭
学
習
と
そ
の
指
導
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を
整
理
し
た
。
 

併
せ
て
、主
な
家
庭
学
習
指
導
の
方
法
を
内
容
別
に
分
類
し
た
。
 

現
状
と
課
題
 

図１・２出典：『第４回学習基本調査』Benesse教育研究開発センター（２００６年） 

＊学習塾や予備校、家庭教師との学習は除く 

約2割が「家でほとんど勉強しない」 

全体的にまじめだが自主的に学ぶ姿勢は弱い 

図１～４の出典の調査概要、詳しい調査結果は、
ウェブサイトでご覧いただけます 
http://view21.jp/c9211/

＊数値は「当てはまる」と「まあ当てはまる」の合計 

生徒 
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図４　宿題の頻度（中学校教員／担当教科別） 

授業のたび　　　　授業２、３回に１回くらい　　　授業４、５回に１回くらい　　　 
月に１回くらい　　　宿題はほとんど出さない　　　無答不明 

図３　家庭学習の指導の有無（中学校教員） 
 

指導している　73％ 指導していない 
27％ 

国語 

社会 

数学 

理科 

外国語 

23％ 24％ 12％ 

1％ 

7％ 

37％ 37％ 9％ 10％ 

1％ 
4％ 

51％ 9％ 6％ 

2％ 2％ 

9％ 22％ 27％ 21％ 19％ 

1％ 

5％ 27％ 26％ 21％ 19％ 

2％ 

学校全体 
（行事化・組織的） 

学級担任・ 
教科担任 

低い 
（一斉指導、一斉点検） 

高い 
（個別指導、対象生徒数が少ない） 

指導の主体 

34％ 

31％ 

◎１日何時間学習するよう指導しているか 平均1時間34分 

個
別
対
応
の
度
合
い 

図３・４出典：『第４回学習指導基本調査』Benesse教育研究開発センター（２００７年） 

＊各校への取材を基に編集部がまとめた 
＊学校によって位置付けが異なる、学校全体で推進
しているが指導自体は教師個々にまかされている等、
さまざまなケースがあった 

土曜日・放課後の補習 
 

●学習カルテ 

・検定試験の活用 

●家庭学習・生活の記録 
●　自習帳・自主学習帳 
■　学習予定表・学習計画表 

家庭学習の主な指導 
取材した学校の取り組みを分類した 
学校によって活動の内容・規模は異なる 

■家庭学習ワークシート 
■家庭学習ノート 
 

・「置き勉」指導 

放課後等の「居残り」学習 

●教科担任による学習相談 

　教科間での 
　宿題の調整 

　部活動単位の放課後学習 

■●　調査データでの実態把握 
●家庭学習の手引き 
●学校便り・保護者会の活用 
 

●学習オリエンテーション 

教科間で宿題の頻度に差があり、 
家庭学習のリズムをつかませにくい 

毎日1.5時間は 
家でも机に向かってほしい 

取り組みの内容は 
以下のページで紹介しています 
■…墨田区立吾嬬第一中学校（Ｐ.６） 
●…羽咋市立邑知中学校（Ｐ.１０） 
　…尼崎市立南武庫之荘中学校（Ｐ.１４） 
　…栃木市立皆川中学校（Ｐ.１７） 
＊本特集記事内で触れていない取り組み
は・で示しています 

　学習強調週間・学習訓練週間 

委員会の関与 

■学習コンテスト 

教師 
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学
力
向
上
の
た
め
に
、
先
生
方
は
こ
れ
ま
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
家
庭
学
習
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
多
く
は
、
学
校
が
方
針
を
立
て
て
組
織
的
に
行

う
も
の
で
は
な
く
、
教
師
個
人
の
判
断
と
工
夫
に
よ

る
も
の
で
す
。
学
校
教
育
は
そ
も
そ
も
、
子
ど
も
を

家
庭
か
ら
離
し
、
社
会
共
通
の
知
識
基
盤
を
一
斉
に

教
え
る
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
校

は
、
家
庭
で
の
教
育
や
子
ど
も
の
学
習
に
立
ち
入
る

こ
と
に
は
積
極
的
な
立
場
を
と
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し

て
い
ま
す
。
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
な
ど
か
ら
、
こ

れ
ま
で
家
庭
の
役
割
と
さ
れ
て
き
た
基
本
的
な
生
活

習
慣
や
学
習
習
慣
の
確
立
と
い
っ
た
点
も
含
め
て
、

学
校
へ
の
期
待
と
責
任
が
否
応
な
し
に
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
家
庭
や
地
域
社
会
に
対
し
て
、
学
校
が

教
育
活
動
の
結
果
を
報
告
し
、
評
価
さ
れ
る
動
き
が

強
ま
り
、
家
庭
と
の
連
携
に
関
す
る
法
制
度
（
＊
１
）

が
作
ら
れ
た
の
は
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
家
庭
や
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学

校
と
な
る
た
め
に
も
、
学
校
内
だ
け
で
は
な
く
、
家

庭
学
習
を
含
め
た
形
で
の
学
力
保
障
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

　
そ
う
な
る
と
、
従
来
の
よ
う
な
教
師
個
人
の
努
力

や
工
夫
に
依
存
し
た
家
庭
学
習
指
導
で
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
教
師
の
負
担
は
無
限
に
拡
大
で
き
る
も
の

で
は
な
い
の
で
、
先
生
の
指
導
の
ば
ら
つ
き
が
保
護

者
か
ら
の
不
信
感
を
招
く
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
調
査
研
究
（
＊
２
）
か
ら
、
家
庭

学
習
は
学
力
向
上
と
い
う
学
校
全
体
の
目
的
と
密
接

な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
か
ら
先
生
方
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、
今

後
は
、
学
校
が
家
庭
の
信
頼
と
協
力
を
得
て
、
組
織

的
に
学
校
と
家
庭
の
学
習
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
が
大

事
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

  

　
組
織
的
な
家
庭
学
習
指
導
で
大
切
な
の
は
、
段
階

を
踏
ん
で
展
開
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
学
力
向
上

に
関
す
る
他
の
取
り
組
み
と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
説
明
し
ま
す
。
重

要
な
点
は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
ま
と
め
た
の
で
、
自

校
の
状
況
把
握
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
（
左
図
）。 

　
第
一
に
家
庭
学
習
を
、
学
力
向
上
策
全
体
の
中
で

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
を
検
討
し
ま
す
。
例
え

ば
、
学
力
テ
ス
ト
な
ど
に
よ
る
デ
ー
タ
が
活
用
出
来

ま
す
。
調
査
結
果
か
ら
、
自
校
の
生
徒
に
は
ど
の
よ

う
な
力
が
欠
け
て
い
る
の
か
、
も
っ
と
伸
ば
し
た
い

力
は
何
か
を
見
定
め
た
上
で
、
課
題
解
決
の
た
め
に

家
庭
学
習
を
ど
う
活
用
す
る
か
を
検
討
し
ま
す
。 

お
お
の
・
や
す
き
◎
九
州
大
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
教
育
学
）。
専
門
は
学
校
経
営
学
。
大
阪
教
育
大

助
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。
２
０
０
６
年
か
ら
文
部
科
学
省
学
校
評
価
委

員
。
主
な
著
書
は
『
ス
ク
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
執
筆
分

担
）、『
学
校
評
価
を
共
に
創
る
』（
学
事
出
版
、
執
筆
分
担
）
な
ど 

学
力
向
上
策
と
校
内
推
進
体
制
を
作
り 

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を 

家
庭
学
習
も
含
め
た
学
力
保
障 

取
り
組
み
は
三
段
階
で 

＊１ 教育基本法の改正（２００６年）、学校教育法および同施行規則（２００７年）など。詳細は文部科学省ウェブサイトhttp://www.mext.go.jp/a_menu/01_a.htmを参照 
＊２ 『学力向上のための基本調査―授業と家庭学習のリンクが子どもの学力を伸ばす』総合学力研究会（事務局：Benesse教育研究開発センター）。調査研究の内容及び結果は 
　　Benesse教育研究開発センターウェブサイトhttp://benesse.jp/berd/data/　を参照 

家
庭
学
習
と
そ
の
指
導
に
関
す
る
課
題
を
解
決
し
、生
徒
の
学
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
 

学
校
が
出
来
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
―
―
。
兵
庫
教
育
大
大
学
院
の
大
野
裕
己
准
教
授
に
話
を
聞
い
た
。
 

兵
庫
教
育
大
大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
准
教
授
　

大
野
裕
己
 

や
す

き
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
 

家
庭
学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
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第
二
に
校
内
の
推
進
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

す
ぐ
に
す
べ
て
の
先
生
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
例
え
ば
、
特
に
気
に

な
る
学
年
の
１
つ
か
２
つ
の
教
科
か
ら
家
庭
学
習
指

導
を
始
め
ま
す
。
あ
る
学
年
の
英
語
を
２
人
の
先
生

が
担
当
し
て
い
る
な
ら
、
こ
の
２
人
が
話
し
合
っ
て
、

１
年
間
、
家
庭
学
習
と
関
連
付
け
た
授
業
を
構
成
し

て
み
ま
す
。
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
た
ら
、
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
他
の
先
生
と
共
有
し
、
学
年
全
体
、
学
校

全
体
へ
と
広
げ
て
い
き
ま
す
。 

　
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず
学
校
が
「
本
校
で

は
お
子
さ
ん
の
学
力
向
上
に
向
け
て
、
家
庭
学
習
に

つ
い
て
も
こ
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
ま
す
」
と
い

う
姿
勢
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。
い
き
な
り
「
家

庭
学
習
の
手
引
き
」
を
家
庭
に
配
布
し
、
一
方
的
に

支
援
を
求
め
て
も
納
得
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
次
の

段
階
に
向
け
て
、
保
護
者
が
協
力
し
よ
う
と
す
る
機

運
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
第
３
段
階
と
し
て
、
自
校
の
特
性
を
踏
ま
え
た
方

法
で
、
家
庭
や
地
域
社
会
に
対
し
て
協
力
を
依
頼
し

ま
す
。
例
え
ば
、
保
護
者
に
よ
っ
て
は
、
学
校
と
保

護
者
と
の
間
で
約
束
を
取
り
交
わ
す
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

（
＊
３
）
的
な
方
法
が
効
果
を
発
揮
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。「
本
校
は
子
ど
も
に
こ
う
い
う
力
を
付
け

る
た
め
に
、
こ
う
い
う
取
り
組
み
を
重
点
的
に
頑
張

り
ま
す
。
途
中
の
状
況
や
成
果
を
示
し
ま
す
か
ら
、

そ
れ
を
基
に
、
き
ち
ん
と
厳
し
く
評
価
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
代
わ
り
、
家
庭
学
習
で
は
こ
う
い
う
支
援

を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
保
護
者
に
積
極
的
な
関
与

を
お
願
い
す
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。
実
際
、
保
護
者
の

教
育
意
識
が
高
い
あ
ま
り
厳
し
い
苦
言
に
直
面
し
て

い
た
学
校
が
、
こ
の
方
法
で
働
き
か
け
た
と
こ
ろ
、

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
保
護
者
の
反
応
が
変
わ
り
、

保
護
者
の
協
力
を
得
る
一
歩
を
踏
み
出
せ
ま
し
た
。 

　
初
め
に
学
校
が
多
く
を
抱
え
込
む
方
が
よ
い
状
況

の
地
域
で
は
、
保
護
者
に
支
援
を
求
め
る
前
に
、
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
の
地
域
基
盤
を
生
か
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
方
が
現
実
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
で
も
、
保
護
者
に
説
明
し
一
定
の
納
得
を

引
き
出
す
工
夫
が
必
要
な
点
は
同
じ
で
す
。 

  

　
一
連
の
取
り
組
み
で
鍵
を
握
る
の
は
、
教
務
主
任

の
先
生
で
す
。
家
庭
学
習
を
含
む
学
力
向
上
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
際
に
、
特
に
ど
の
課
題
に
注

目
す
る
の
か
、
ど
の
学
年
・
教
科
か
ら
家
庭
学
習
指

導
を
始
め
る
の
か
を
、
教
師
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て

校
長
に
進
言
で
き
る
立
場
だ
か
ら
で
す
。 

　
成
果
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
時
間
も
掛
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
目
的
は
学
力
向
上
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
学
校
外
と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
点
で
、

教
師
間
の
目
線
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
出
来
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
中
長
期
的
な
学
校
づ
く
り
の
視
点
か

ら
、
家
庭
学
習
の
在
り
方
を
教
師
全
員
で
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

組織的な家庭学習指導に必要な観点を Check!
＊総合学力研究会（＊２）の調査・研究を基に、大野准教授が作成 

1学力向上ビジョンの策定～家庭学習を位置付けるために～ 

2 校内推進体制づくり 
 

3 家庭や地域との連携 
 

自校の生徒の学力の傾向や課題を、学力調査や外部ア
ンケートの結果を統合して明確にしている 
 
学校として最終学年までに生徒に育てたい力を構想し、重
点的に取り組むべき内容を明確にしている 
 
 
 
家庭学習の推進を担当する部門を、校務分掌上に位置
付けている 
 
教師（教科）の年間指導計画等を、各単元に対応する家
庭学習や宿題の内容まで考慮して作成するように求めて
いる 
 
家庭学習や宿題の出し方や指導法について、教師個人
の工夫を共有化出来る研修や情報交換などの機会を設
けている 
 
自校の目標達成のために、家庭学習・宿題の側面も考慮
したカリキュラムを編成している 
 
 
 
学校が生徒に身に付けさせたい力や、そのために必要な
手だてを、保護者に分かりやすく説明している 
 
説明会や学校関係者評価等の機会を活用して、学校が
取り組むこと、保護者が家庭で果たすべきことについて明
確にし、共通理解を図っている 
 
保護者に対する家庭教育支援の手引きを開発し、配布し
ている 
 
保護者の家庭教育にかかわる悩みやニーズを調査し、必
要な情報やアドバイスを提供している 
 
子どもの放課後（あるいは休業日）学習を支援する地域や
保護者のボランティアを活用している 

中
心
と
な
る
の
は
教
務
主
任 

特集 

＊３ 本来は政治の分野で使われる、選挙の際に政党などが発表する具体的な公約のこと 
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東
京
都
墨
田
区
に
あ
る
吾
嬬
第
一
中
学
校
で
は
、

生
徒
は
落
ち
着
い
た
学
習
環
境
で
静
か
に
授
業
を
受

け
る
姿
勢
が
身
に
付
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
２
０
０

７
年
度
に
行
っ
た
教
師
の
学
校
評
価
で
は
、
生
徒
は

授
業
で
積
極
性
に
乏
し
く
、
学
習
意
欲
に
課
題
が
あ

る
と
分
か
っ
た
。
生
徒
対
象
の
別
の
調
査
で
は
、
約

６
割
が
自
主
的
な
家
庭
学
習
に
取
り
組
ん
で
お
ら
ず
、

家
庭
学
習
習
慣
そ
の
も
の
が
身
に
付
い
て
い
な
い
こ

と
も
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
０８
年
度
か
ら
「
学
習
意
欲

の
向
上
と
家
庭
学
習
の
定
着
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
実
践
と
検
証
を
続
け
て
い
る
。 

　
田
畑
美
香
校
長
は
、「
授
業
の
充
実
と
家
庭
学
習

の
定
着
は
車
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
学
習
意

欲
向
上
に
最
も
重
要
な
の
は
教
師
の
授
業
力
の
向
上

で
す
が
、
授
業
に
つ
い
て
い
く
た
め
の
基
礎
・
基
本

を
生
徒
が
身
に
付
け
て
い
る
こ
と
も
大
切
。
土
台
が

し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
、
い
ず
れ
は
授
業
が
分
か

ら
な
く
な
り
、
学
習
意
欲
が
失
せ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
授
業
だ
け
で
、
す
べ
て
の
生
徒
に
基
礎
・

基
本
を
定
着
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
家
庭

学
習
に
よ
っ
て
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
る
だ
け
の
基

礎
的
な
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
の
で
す
」
と
話
す
。 

　
ま
ず
、
区
の
学
習
到
達
度
調
査
の
結
果
や
独
自
の

復
習
領
域
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
生
徒
の
学
力
を
確
認

し
、
家
庭
学
習
に
関
す
る
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
を
４
、

「授業力の向上」と「家庭学習習慣の定着」
の２つを柱に掲げ、学習意欲を高める指導を、
学年単位で工夫する 
 
１年生は決められた課題をこなすワークシ
ート、２年生は自由に学ぶ家庭学習ノートと、
発達段階を踏まえて指導する 
 
生徒アンケートや学習到達度調査で実態
を把握し、保護者の意識を勘案した上で、
生徒に課す家庭学習の内容を決める 

1

2

3

取り組みの3つのポイント 

発
達
段
階
に
応
じ
「
課
題
を
こ
な
す
」 

か
ら
「
自
主
的
に
学
ぶ
」
家
庭
学
習
へ 

学
年
ご
と
に
抱
え
て
い
る
課
題
や
生
徒
の
背
景
は
異
な
り
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
指
導
も
変
わ
る
。
 

墨
田
区
立
吾
嬬
第
一
中
学
校
は
、生
徒
の
成
長
に
合
わ
せ
て
自
主
的
に
学
ぶ
力
を
伸
ば
し
て
い
こ
う
と
、 

学
年
ご
と
に
家
庭
学
習
指
導
の
手
法
を
変
え
て
い
る
。
 

東
京
都
墨
田
区
立
吾
嬬
第
一
中
学
校
 

学
校
事
例
 

 
1

◎１９４７（昭和２２）年開校。校
訓は「友愛」。２００８年度の１
年間、墨田区の「特色ある学
校づくり推進校」の指定を受
けて、「学習意欲の向上と家
庭学習の定着」を実践研究。 

S c h o o l  D a t a

校長◎田畑美香先生　　　生徒数◎１４７人 

学級数◎５学級 

所在地◎〒131-0043　東京都墨田区立花５-４８-９ 

ＴＥＬ◎０３-３６１７-０２４８ 

ＵＲＬ◎http://members2.jcom.home.ne.jp/azumaichchu-sumida/

あ

ず
ま
 

3
年
間
か
け
て
 

自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
育
て
る
 

〈
実
態
把
握
〉〈
学
年
別
の
指
導
〉〈
家
庭
学
習
ノ
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
〉 
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９
、
１１
月
に
実
施
。
学
年
ご
と
に
課
題
と
指
導
の
重

点
を
教
師
間
で
共
有
し
た
。
そ
し
て
、
全
教
師
に
よ

る
授
業
改
善
計
画
の
発
表
や
研
究
授
業
な
ど
を
行
っ

て
授
業
力
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
学
年
ご
と
に
家
庭

学
習
指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。 

　
同
校
の
家
庭
学
習
指
導
の
特
徴
は
、
生
徒
の
発
達

段
階
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
だ
。
学
年
が
上
が
る
に

つ
れ
、
生
徒
の
自
主
性
に
任
せ
る
手
法
に
移
す
。
１

年
生
で
は
基
礎
・
基
本
の
定
着
に
主
眼
を
置
い
た
課

題
を
与
え
、
２
年
生
で
は
自
主
的
な
予
習
・
復
習
を

中
心
と
す
る
（
詳
細
は
Ｐ． 
８ 
・ 
９
）。
３
年
生
で
は
、

高
校
受
験
を
視
野
に
入
れ
た
生
徒
各
自
の
学
習
に
加

え
、
勉
強
に
向
か
う
意
識
の
啓
発
に
も
力
を
入
れ
る
。 

　
橋
本
孝
副
校
長
は
、「
い
き
な
り
『
何
を
ど
う
す

る
の
か
自
分
で
考
え
な
さ
い
』
と
突
き
放
す
の
で
は

な
く
、
生
徒
に
自
主
性
を
持
た
せ
る
た
め
の
仕
組
み

を
学
校
が
用
意
し
た
ほ
う
が
効
果
が
あ
り
ま
す
。
３

年
間
か
け
て
、
徐
々
に
自
ら
学
び
に
向
か
う
姿
勢
を

育
て
て
い
く
方
針
と
し
ま
し
た
」
と
話
す
。 

   

　
成
果
は
、
家
庭
学
習
に
関
す
る
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
表
れ
た
。
０８
年
度
の
２
年
生
（
現
３
年
生
）

の
場
合
、「
家
で
授
業
の
復
習
を
し
て
い
ま
す
か
」

と
い
う
質
問
に
対
す
る
肯
定
的
な
回
答
が
、
４
月
調

査
に
比
べ
１１
月
調
査
で
は
３２
ポ
イ
ン
ト
増
え
た
。「
授

業
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
」「
学
校
の

授
業
で
学
力
が
付
い
た
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質

問
へ
の
肯
定
的
な
回
答
も
、
そ
れ
ぞ
れ
約
１０

ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
３
年
生
の
前
期
中
間
テ
ス

ト
で
定
期
テ
ス
ト
計
画
・
実
行
表
に
記
入
し

た
学
習
時
間
と
実
行
時
間
が
、
２
年
生
の
後

期
期
末
テ
ス
ト
時
点
と
比
べ
て
増
え
た
（
図

１
）。
更
に
、「
４
月
よ
り
家
庭
学
習
に
取
り

組
め
た
か
」
と
い
う
質
問
を
９
、
１１
月
に
行

っ
た
と
こ
ろ
、
全
学
年
の
７
〜
９
割
が
肯
定

的
な
回
答
を
し
た
。 

　「
変
化
が
見
ら
れ
な
い
項
目
や
学
年
差
が

あ
る
項
目
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
全
体
的

に
家
庭
学
習
習
慣
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
」（
橋
本
副
校
長
） 

　
地
域
の
特
徴
と
し
て
、
保
護
者
は
学
校
に

協
力
的
だ
が
、
子
ど
も
の
学
力
に
つ
い
て
楽

観
的
な
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
学

校
の
姿
勢
や
取
り
組
み
状
況
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
は
、
学
力
向
上
の
必
要
性
や
、
そ
の
た
め
に

家
庭
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
し

始
め
て
い
る
と
い
う
。 

　
一
連
の
成
果
を
得
て
、
次
の
課
題
が
見
え
て
き
た
。

一
つ
は
、
３
年
生
で
も
宿
題
を
提
出
し
な
い
生
徒
や
、

基
礎
・
基
本
が
身
に
付
い
て
い
な
い
生
徒
へ
の
手
立

て
。
も
う
一
つ
は
、
授
業
と
家
庭
学
習
の
関
連
付
け

の
強
化
だ
。
具
体
的
に
は
、
個
に
応
じ
た
家
庭
学
習

指
導
や
、
家
庭
学
習
と
し
て
授
業
の
予
習
に
取
り
組

ま
せ
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
と
田
畑
校
長
は
話
す
。 

　「
例
え
ば
、
家
庭
学
習
の
選
択
肢
を
三
つ
ほ
ど
用

意
し
て
、
そ
の
中
か
ら
生
徒
に
合
わ
せ
た
内
容
を
選

ば
せ
る
な
ど
の
方
法
を
検
討
中
で
す
。
授
業
と
の
連

動
も
、
家
庭
学
習
の
内
容
や
出
し
方
の
工
夫
と
セ
ッ

ト
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
時
間
は
掛
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
家
庭
の
協
力
を
得
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
田
畑
校
長
） 

墨
田
区
立
吾
嬬
第
一
中
学
校
副
校
長 

橋
本
孝
　H

ashim
oto Takashi�

��

墨
田
区
立
吾
嬬
第
一
中
学
校
校
長 

田
畑
美
香
　Tabata M

ika 

定期テスト勉強の計画時間と実行時間 図１ 

２年生 後期 
期末テスト 

３年生 前期 
中間テスト 

＊四捨五入の関係で合計１００％にならない 

実
際
の
学
習
時
間（
折
れ
線
グ
ラ
フ
） 

0

10

20

30

40 
 

計
画
し
た
時
間（
棒
グ
ラ
フ
） 

0

10

20

30

40 
 

以
下
 

２０
時
間
台
 

 以
上
 

８０
時
間
台
 

 ３０
時
間
台
 

４０
時
間
台
 

５０
時
間
台
 

６０
時
間
台
 

７０
時
間
台
 

（％） （％） 

約
8
割
が
「
半
年
前
よ
り 

家
庭
学
習
に
取
り
組
め
た
」
と
回
答 

特集 

２年生後期の期末テストと、進級後の３年生前期の中間テストのそれぞれについて、テスト
の２週間前に立てた家庭学習時間の計画と、実際に勉強した時間を示した。３年生になっ
て、計画時間、実際の勉強時間が両方とも増えていることが分かる 
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家庭学習―机に向かう習慣づくり― 

 



 ４月 １１月 

授業に意欲的に取り組んでいるか ９３％ ９３％ 

家で授業の復習をしているか ６５％ ４５％ 

家庭学習で学力がついたと思うか ７９％ ７８％ 

４月より授業に意欲的に取り組めたか ― ８６％ 

４月より家庭学習に取り組めたか ― ７２％ 

 

 
 
 
●教師から言われないと出来ない生徒が依然として多い。復
習の課題を自分で見付けて取り組むなどの自主的な家庭学
習に変わるまで、粘り強く指導する。 

●「提出物は期限を守る」「学校のきまりを守る」といった基
本的な約束を継続して教える必要がある。 

●学習計画表…定期テスト前に、計画的にテスト勉強に取り
組ませるために配布。 
●学習コンテスト（全校で実施）…１０月（漢字１００題）と２
月（英語１００題）に実施。コンテストの１０日前から、毎日
の朝読書を休止して練習時間に充てる。練習する際に使用
するプリントはコンテスト本番と同じ内容とし、頑張れば
必ず１００点が取れる達成感を味わわせることがねらい。 

●夏季学習…夏季休業第一週の４日間、国語と数学の補習教
室を毎日１時間実施。指名制で、学年の教師が指導。 

●１年生の段階では、自分で何を勉強するのかを考えて家庭
学習に取り組む力が十分ではない。そのため、まず、家で
勉強する習慣を付けさせることに主眼を置く。学年全体で
家庭学習内容を提示し、最後までやり遂げさせるように指
導する。 

●授業にはおおむね意欲的だが、授業の準備や家庭学習が不
十分。 
●入学当初から、学習習慣や生活習慣の定着度に個人差が見
られる。 

家庭学習ワークシート 
●生徒全員にＡ４判のワークシートを毎日１枚渡し、翌日に
提出させる。 

●内容は、国語、数学、英語の３教科の基礎・基本の繰り返
し学習。いずれも教科担当が、授業で使用する問題集や補
助プリントを参考にして作成し、一日１教科ずつ課す。授
業と関連した問題にして、生徒の意欲を高める。 
　国語…漢字の書き取り１０題を５回ずつ書く 
　数学…計算練習１２題 
　英語…単語１０題を１０回ずつ書く 
指導のポイント 

●「出来た！」という達成感を味わわせるため、どの学力層
の生徒でも全問解けるような問題にする。提出しなかった
生徒は放課後に残ってもらい提出させる。「放課後の居残り
勉強は、生徒が嫌がると予想していました。しかし、むし
ろ教師に面倒を見てもらえることを喜ぶ生徒が相当いました」
（橋本副校長） 
●シートには「保護者からの一言」の欄を設け、毎日コメン
トを記入してもらう。保護者にも子どもの家庭学習に目を
向けてもらうと共に、教師自身もシートを毎日チェックす
ることで家庭学習指導に目を配るようになる効果もある。 

年度初めの生徒の様子 指導方針 

中心となる指導 

その他の指導 成果 

課題 

＊生徒アンケートの結果より。数値は質問項目に対して肯定的な回答をした割合 

 

1 年 生 の 家 庭 学 習 指 導  
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 ４月 １１月 

授業に意欲的に取り組んでいるか ５７％ ７０％ 

家で授業の復習をしているか ８％ ４１％ 

家庭学習で学力が付いたと思うか ５７％ ６８％ 

４月より授業に意欲的に取り組めたか ― ６３％ 

４月より家庭学習に取り組めたか ― ７８％ 

 
 
 
 
●学力への意識が高まり、家庭で復習をする生徒が増えてき
たが、全体的に満足できる割合とはいえない。引き続き、
粘り強く指導する。 

●テストの結果など、実際の効果に手応えが少なく、自信を
失っている生徒がいる。自己効力感を高める指導が必要。 

●テスト計画・実行表…定期テストの２週間前に作成。計画
的にテスト勉強をさせるために、担任が毎日点検。 
●生活記録…市販の日記形式の「生活記録」を毎日記入させ、
翌日提出。内容は翌日の時間割、持ち物、宿題や家庭学習
の内容と取り組んだ時間、１日の感想など。担任は毎日点
検し、アドバイスを書いて返却。「（宿題は）やっていません」
など乱暴な内容の場合などは書き直しを指示するなどし、
生活習慣の確立を支援。 
●学習コンテスト（全校で実施）…内容、ねらい共に１年生と
同じ。 
●夏季学習…夏季休業中の宿題を提出していない生徒には、
放課後に残ってもらい取り組ませる。最長で１１月頃までか
かった生徒もいた。 

●進路を意識した学習に不可欠な、自主的な学習態度を育む。 
●「与えられた課題をこなす」から、「自主的に学ぶ」家庭学
習へと変える。学習の「枠」だけを教師が決めて、内容は
生徒に委ねる。 

●家庭学習習慣がまだ定着していない生徒がいるため、宿題
や課題を最後までやり遂げさせる指導を継続する。 

●和やかで落ち着いた雰囲気で授業が行われている半面、積
極的な発言は少ない。 
●自主的な家庭学習を行う生徒はわずか。家庭学習の必要性
は感じているものの、自分に負けてしまい、なかなか行動
に移せない。 
 

・英単語や漢字を練習する 
・教科書の英文を日本語に訳す 
・数学の復習として練習問題を解く 
・社会や理科などの問題を自分で作る 

・授業の内容をノートにまとめる 
・定期テスト前には十分に取り組めない
実技教科の復習やテスト勉強の準備を
しておく 

家庭学習ノート 
●生徒各自で計画を立て、 １日１ページ、１週間で７ページ学習する。 
●ノートの提出は毎週月曜日。部活動や習い事など、生徒の１週間の
予定はまちまちであるため、自分の生活スケジュールを考え、出来
ない日の分を別の日にするなど各自で計画を立てる。 

●学年当初に学習内容の例を示し、後は生徒に任せる。 
生徒に示した例 

 

 

 

 

指導のポイント 

●毎日少しずつでも、家庭で自主的に学習する習慣を定着させること
を主眼とする。「自主的に１日に数ページ書く生徒もいれば、短時間
でただ文字を埋めるだけの生徒もいます。学習意欲を高めるには、
一律の指導ではなく、生徒の状況に応じたアドバイスが必要です。
例えば、机に向かうだけでも意味のある生徒に対しては、内容より
も継続させることを重視して指導する、といったことです」（田畑校
長） 

その他の指導 

年度初めの生徒の様子 指導方針 

中心となる指導 

成果 

課題 

＊生徒アンケートの結果より。数値は質問項目に対して肯定的な回答をした割合 

 

2 年 生 の 家 庭 学 習 指 導  

＊１年生の家庭学習指導・２年生の家庭学習指導は、いずれも取材および同校の研究紀要「学習意欲の向上と家庭学習の定着」を基に編集部がまとめた 
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家庭学習―机に向かう習慣づくり― 

 



　
邑
知
中
学
校
は
、
２
０
０
２
年
度
に
文
部
科
学
省

「
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
事
業
」
の
指

定
を
受
け
、「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
と
定
着
を
図

る
実
践
研
究
を
重
ね
て
き
た
。
柱
と
な
る
の
は
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
学

力
向
上
を
目
指
す
仕
組
み
「
邑
知
シ
ス
テ
ム
」。
０８

年
度
か
ら
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
「
生
徒
の
実
態

分
析
Ｒ
（
リ
サ
ー
チ
）」
を
加
え
て
「
Ｒ
―
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
」
と
し
、
取
り
組
み
を
深
め
て
い
る
。 

　
同
校
の
家
庭
学
習
指
導
は
、
こ
の
邑
知
シ
ス
テ
ム

を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
方
策
の
一
つ
で
あ
り
、
同

時
に
、
邑
知
シ
ス
テ
ム
と
い
う
大
き
な
Ｒ
―
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、
家
庭
学
習
指
導
の
独
自
の
Ｒ

―
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
動
か
し
て
い
る
（
図
１
）。 

    

　
Ｒ
―
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
Ｒ
（
リ
サ
ー
チ
）
で

活
用
す
る
の
は
、「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

や
学
校
独
自
の
生
徒
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
だ
。

中
村
康
　
校
長
は
、「
こ
れ
ま
で
も
家
庭
学
習
指
導

に
力
を
入
れ
て
き
た
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
、
２

０
０
８
年
度
の
調
査
結
果
か
ら
、
改
め
て
重
点
的
に

取
り
組
む
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
」
と
話
す
。 

　
例
え
ば
、「
家
で
自
ら
計
画
を
立
て
て
勉
強
し
て

い
る
」
生
徒
の
割
合
が
、
６
月
調
査
、
１２
月
調
査
共

に
５６
・
７
％
で
伸
び
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、

「生きる力とは何か」「生きる力を育むために
必要なことは何か」というゴールイメージを教
師、生徒、保護者で共有。対話形式のオリエ
ンテーションで自己有用感を育む 
 
決められた家庭学習の量をこなすだけに終わ
らないように、「弱点克服」「復習」「ドリル」
の３つの観点で自習帳に取り組ませる 
 
「学習カルテ」に家庭学習の内容や時間数
をまとめ、学級担任と教科担任が情報を共有 

1

2

3

取り組みの3つのポイント 

学
力
向
上
の
Ｒ-

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に 

家
庭
学
習
指
導
を
組
み
込
む 

学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
中
に
、家
庭
学
習
を
ど
う
位
置
付
け
、指
導
す
べ
き
か
。
羽
咋
市
立
邑
知
中
学
校
は
、 

「
確
か
な
学
力
」
育
成
の
た
め
の
Ｒ
ー
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
、２
０
０
９
年
度
か
ら
家
庭
学
習
指
導
に
も
適
用
。
 

「
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
自
習
帳
」
な
ど
既
存
の
手
法
を
基
に
、生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

 石
川
県
羽
咋
市
立
邑
知
中
学
校
 

学
校
事
例
 

 
2

◎１９８５（昭和６０）年開校。 
２００５年度「学力向上拠点形
成事業」、０８年度には石川県
教育委員会「児童生徒の『活
用力』向上モデル事業」等の
指定を受ける。地域の一番校
を目指し、地域・家庭と連携し
つつ、小規模校の利点を生か
した個に応じた指導に取り組む。 

S c h o o l  D a t a

校長◎中村康　先生　　　生徒数◎１６６人　 

学級数◎６学級 

所在地◎〒９２５-０６１３　石川県羽咋市飯山町ホ５７ 

ＴＥＬ◎０７６７-２６-１５１５ 

ＵＲＬ◎http://www.city.hakui.ishikawa.jp/ouchi-j/

は

く
い
 

お
う

ち
 

学
力
調
査
の
結
果
か
ら
、重
点
を 

「
自
主
性
」「
家
庭
と
の
連
携
」
に 

〈
学
習
目
的
の
共
有
〉〈
個
に
応
じ
た
指
導
〉〈
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
活
用
〉 

Plan
Research
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平
日
に
お
い
て
、「
勉
強
時
間
」
よ
り
も
「
テ
レ
ビ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
の
時
間
」
が
長
い
生
徒

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
が
理
由
だ
。 

　
そ
こ
で
０９
年
度
は
、
家
庭
学
習
指
導
に
重
点
を
置

く
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
襲
し

つ
つ
も
、
生
徒
が
よ
り
自
主
的
に
家
庭
学
習
に
向
か

う
姿
勢
を
育
む
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た
。
併
せ
て
、

邑
知
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
で
あ
る
「
自
ら
学
ぶ
意
欲
を

引
き
出
す
た
め
に
、『
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
』

と
い
う
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
を
、
教
師
・
生
徒
・
保
護

者
で
共
有
す
る
」
視
点
を
、
家
庭
学
習
指
導
に
も
盛

り
込
む
よ
う
に
し
た
。 

　
Ｒ
―
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
Ｐ
（
プ
ラ
ン
）
の
基

本
と
な
る
の
が
、
羽
咋
市
が
０９
年
度
に
新
た
に
作
成

し
た
「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
だ
。
こ
れ
を
自
校
版

に
ア
レ
ン
ジ
し
、
生
徒
全
員
に
配
付
。
保
護
者
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
中
村
校
長
が
家
庭
学
習
に
力
を
注
ぐ

こ
と
を
説
明
し
た
。
同
時
に
、
４
月
初
め
の
職
員
会

議
や
同
校
全
体
の
校
内
研
修
会
を
通
じ
て
、
０９
年
度

の
方
針
を
教
師
全
員
で
確
認
し
た
。 

    

　「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
を
土
台
に
据
え
つ
つ
も
、

実
際
の
取
り
組
み
Ｄ
（
ド
ゥ
）
は
手
引
き
の
内
容
に

と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
も
の
だ
。
学
期
に
２
、
３
回

行
う
「
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
も
そ
の
一
つ

だ
。
目
的
は
、
望
ま
し
い
家
庭
学
習
の
在
り
方
を
生

徒
と
共
通
理
解
す
る
こ
と
。
４
月
最
初
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
家
庭
学
習
を
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
、
教
師
が
生
徒
に
向
か
っ
て
、「
な
ぜ
学
ぶ
の
か
」

「
何
を
学
ぶ
の
か
」
と
問
い
掛
け
る
。
研
究
主
任
の

大
場
博
典
先
生
は
、
そ
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。 

　「
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
補
っ
た
り
深
め
た
り
す

る
場
と
し
て
、
家
庭
学
習
に
自
ら
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
ぶ
意
味
を
し

っ
か
り
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
教
師
が
一

方
的
に
話
す
の
で
は
な
く
、
生
徒
と
共
に
考
え
る
場

に
な
る
よ
う
、
必
ず
対
話
形
式
で
進
め
て
い
ま
す
」 

　
例
え
ば
、
前
年
度
の
３
年
生
を
送
る
会
や
授
業
の

様
子
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
を
紹
介
す
る
。
０８
年
度
に
は
、

約
９０
％
の
生
徒
の
学
習
意
欲
が
前
年
度
よ
り
も
高
ま

っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
生
徒
の
自
信
に
つ
な
が
る
事

実
を
積
み
上
げ
、
向
上
心
や
自
己
有
用
感
を
感
じ
さ

せ
る
た
め
だ
。
更
に
、
調
査
結
果
を
利
用
し
、
ど
の

よ
う
な
生
徒
が
学
力
調
査
の
正
答
率
が
高
か
っ
た
の

か
、
括
弧
内
を
埋
め
る
ク
イ
ズ
を
出
し
た
。 

Ａ
学
習
時
間
の
（
長
い
）
人 

Ｂ
家
で
（
計
画
）
を
立
て
て
勉
強
し
て
い
る
人 

Ｃ
家
で
授
業
の
（
予
習
・
復
習
）
を
し
て
い
る
人 

　
実
施
日
は
、
年
間
計
画
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。

大
場
先
生
が
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い
、
学
校
裁
量

の
時
間
を
使
っ
た
り
、
６
時
間
目
終
了
後
の
２０
分
間

程
度
を
使
っ
た
り
し
て
い
る
。 

　Plan 
●家庭学習の手引き 
●小中連携 

Do 
●学習オリエンテーション 
●ＰＴＡ総会・学校便り・ 
全校集会 

●自習帳　●各教科の宿題　 

Check
●日々の教師の確認 
●家庭学習・生活の記録 
●教科相談・教育相談 

Action 
●新たな手立てへ 

Research 
●全国学力・学習状況調査 
●生徒アンケート 

家庭学習指導のＲ‐ＰＤＣＡサイクル 図１ 

邑知システム（学力向上のR―PDCAサイクル） 
●個に応じた指導を通して基礎・基本の確実な習得・習熟を
目指す 
「分かった、出来た、という実感と喜び」「学びの面白さの実
感」 

●活用力の育成 
「学びの有用性の実感」「学びの面白さの実感」 

邑知システムを支える環境づくり 
●自尊感情、自己肯定感、向上心などを高める 

ねらい 
家庭での学習を自分自身の力で構築していくことのできる生徒の育成 

～見通しを持つ・めあてを持つ・振り返る～ 

特集 

 

生
徒
と
教
師
の
対
話
形
式
で

「
な
ぜ
学
ぶ
の
か
」
を
考
え
さ
せ
る 

Do―① 
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生
徒
に
課
す
家
庭
学
習
は
、
大
き
く
分
け
て
、
学

年
ご
と
の
「
共
通
課
題
」「
各
教
科
の
宿
題
」「
自
習

帳
」
の
三
つ
が
あ
る
。 

　
自
習
帳
は
、
１
日
に
大
学
ノ
ー
ト
１
ペ
ー
ジ
以
上

を
家
で
学
習
す
る
と
い
う
も
の
。
学
習
内
容
は
、
①

そ
の
日
の
授
業
を
再
現
す
る
復
習
、
②
テ
ス
ト
で
間

違
え
た
問
題
に
再
び
取
り
組
む
、
③
計
算
や
漢
字
、

単
語
と
い
っ
た
基
礎
基
本
の
ド
リ
ル
学
習
、
の
い
ず

れ
か
の
観
点
で
行
う
よ
う
に
指
導
す
る
。 

　「
ペ
ー
ジ
を
た
だ
文
字
で
埋
め
、
と
に
か
く
提
出

す
る
こ
と
が
目
的
と
な
ら
な
い
よ
う
、
目
的
意
識
を

持
っ
て
学
習
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
私
の

学
級
で
は
、
最
も
多
い
の
が
誤
答
問
題
の
復
習
で
す
。

定
期
テ
ス
ト
の
後
は
、
生
徒
の
大
半
が
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
中
に
は
提
出
す
る
だ
け
で
精
一
杯
の
生
徒

も
い
ま
す
が
、
個
別
に
、
少
し
ず
つ
指
導
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」（
大
場
先
生
） 

　
大
場
先
生
の
場
合
、
提
出
で
き
な
か
っ
た
生
徒
に

対
す
る
特
別
な
指
導
は
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、

生
徒
の
自
主
性
に
任
せ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
提

出
し
な
か
っ
た
生
徒
が
、
翌
日
に
前
日
分
を
足
し
て

２
ペ
ー
ジ
分
を
提
出
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。 

　
成
績
下
位
層
の
生
徒
に
対
し
て
は
、
学
級
担
任
が

個
別
に
宿
題
を
出
し
た
り
、
同
じ
問
題
を
何
度
も
解

か
せ
た
り
し
て
い
る
。
弱
点
の
確
実
な
克
服
を
目
指

す
と
共
に
、「
出
来
た
」「
こ
こ
は
分
か
っ
た
」
と
い

う
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
ね
ら
い
も
あ
る
。 

　
家
庭
と
の
連
携
を
充
実
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
月
２
回
発
行
の
学

校
便
り
な
ど
を
通
し
て
保
護
者
と
共
有
し
て
い
る
。

こ
れ
も
大
切
な
Ｄ
（
ド
ゥ
）
の
一
つ
だ
と
い
う
。 

    

　
Ｃ
（
チ
ェ
ッ
ク
）
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
、「
教

科
相
談
」
や
「
学
習
カ
ル
テ
」
だ
。
こ
れ
ら
は
、
家

庭
学
習
指
導
の
た
め
だ
け
に
と
い
う
よ
り
も
、
個
に

応
じ
た
指
導
に
よ
っ
て
学
力
向
上
を
図
る
と
い
う
全

体
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。 

　「
教
科
相
談
」
は
、
全
校
生
徒
を
対
象
に
年
２
、

３
回
行
う
教
科
担
当
に
よ
る
面
談
だ
。
生
徒
は
、
事

前
に
相
談
し
た
い
教
科
と
相
談
内
容
を
「
教
科
相
談

調
査
用
紙
」
に
書
い
て
提
出
（
図
２
）。
こ
の
用
紙

年２、３回行う教科相談では、生徒が面談前後に質問内容や実際の面
談内容などを記入。学級担任もそれに目を通してアドバイスを記入する 

「保護者より一言」欄からは、目的を持って家庭学習する重要性が保護
者にも理解されていることがうかがえる。「担任からの一言」では具体的
な改善点をアドバイスしている 

このシートは、Benesse教育研究開発センターの
ウェブサイトから加工可能な形式でダウンロードで
きます。 
http://view21.jp/c9212/

教科相談調査用紙 図２ 

家庭学習・生活の記録 図３ 

目
的
意
識
を
持
っ
て
 

1
日
1
ペ
ー
ジ
の
自
習
に
取
り
組
ま
せ
る
 

Do―② 

個
に
応
じ
た
指
導
の
た
め
の 

「
教
科
相
談
」
と
「
学
習
カ
ル
テ
」 

Check
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を
基
に
教
科
担
任
が
相
談
日
時
を
決
め
、
生
徒
に
知

ら
せ
る
。
相
談
内
容
は
、
勉
強
方
法
か
ら
個
別
の
問

題
の
解
法
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
個
別
に
面
談
し
た
り
、

同
じ
よ
う
な
質
問
の
生
徒
が
い
れ
ば
２
、
３
人
一
緒

に
面
談
し
た
り
す
る
。
国
語
の
テ
ス
ト
の
勉
強
方
法

を
相
談
し
た
あ
る
３
年
生
の
生
徒
は
「
先
生
に
個
人

的
に
質
問
で
き
る
の
で
、
悩
ん
で
い
た
こ
と
に
具
体

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
ま
し
た
」
と
話
す
。 

　
教
科
相
談
後
、
生
徒
は
事
前
に
提
出
し
た
調
査
用

紙
に
「
実
際
に
取
り
組
む
こ
と
」
を
記
入
す
る
。
こ

れ
が
自
習
帳
へ
と
結
び
付
い
て
い
る
。
あ
る
生
徒
は
、

数
学
教
師
に
因
数
分
解
の
勉
強
法
を
相
談
し
た
と
こ

ろ
、「
ド
リ
ル
を
繰
り
返
そ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、
自
習
帳
で
因
数
分
解
の
基
本
問
題
を
何
度
も

解
い
た
（
図
２
）。
英
作
文
が
苦
手
な
あ
る
生
徒
は
、

英
語
教
師
に
「
毎
日
、
自
習
帳
で
５
文
以
上
の
英
文

日
記
を
書
こ
う
」
と
助
言
さ
れ
、
実
際
に
続
け
た
。 

　「
他
の
生
徒
に
も
参
考
に
な
る
よ
う
、
今
後
は
相
談

内
容
と
回
答
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
掲
示
し
、全
校
で
共
有

（
可
視
化
）
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
大
場
先
生
） 

　「
学
習
カ
ル
テ
」
は
、
学
習
や
生
活
の
記
録
を
１

冊
に
ま
と
め
て
い
く
フ
ァ
イ
ル
だ
。
自
分
の
テ
ス
ト

の
結
果
や
誤
答
分
析
を
書
い
た
り
、
教
科
相
談
調
査

用
紙
を
張
っ
た
り
す
る
。
こ
の
う
ち
家
庭
学
習
・
生

活
の
記
録
で
は
、
定
期
テ
ス
ト
前
１
週
間
程
度
の
、

家
庭
で
の
学
習
内
容
や
学
習
時
間
を
記
入
す
る
。
保

護
者
に
も
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
も
ら
う
（
図
３
）。

学
習
カ
ル
テ
は
職
員
室
の
専
用
ロ
ッ
カ
ー
に
並
べ
ら

れ
、
教
職
員
の
誰
も
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
の
フ
ァ
イ

ル
を
介
し
て
、
学
級
担
任
と
教
科
担
任
が
互
い
の
か

か
わ
り
方
を
把
握
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。 

　「
学
習
カ
ル
テ
を
見
れ
ば
、
生
徒
の
苦
手
分
野
が

分
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
数
学
で
同
じ
よ
う
な
ミ
ス

を
繰
り
返
し
て
い
る
生
徒
に
、
そ
の
ミ
ス
を
減
ら
す

た
め
の
課
題
を
出
す
な
ど
、
担
当
教
科
以
外
の
学
習

指
導
も
出
来
ま
す
。
更
に
、
保
護
者
面
談
で
、
家
庭

学
習
の
仕
方
を
話
し
合
う
際
の
資
料
と
し
て
も
活
用

し
て
い
ま
す
」（
大
場
先
生
） 

    

　
今
後
の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
中
村
校
長
は

次
の
よ
う
に
語
る
。 

　「
学
校
が
今
考
え
て
い
る
こ
と
、
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
隠
し
立
て
せ
ず
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭
学
習
の
充
実
の

た
め
に
は
、
保
護
者
や
地
域
か
ら
の
信
頼
を
高
め
、

協
力
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
校
長
は
、
学
校
内
外
に
対
し
て
『
聴
く
耳
』

を
持
ち
、
時
に
相
談
役
と
な
る
。
必
要
な
時
は
周
囲

に
一
声
掛
け
た
り
、
学
校
を
代
表
し
て
情
報
を
発
信

し
た
り
す
る
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。

当
た
り
前
で
す
が
、
重
要
な
こ
と
で
す
」 

　
同
校
の
生
徒
の
学
力
は
全
国
的
に
見
て
高
い
水
準

に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
実
践
の
成
果
と
も
い
え

る
が
、
目
指
す
生
徒
像
が
生
徒
の
間
に
も
着
実
に
浸

透
し
て
い
る
証
拠
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

生
徒
会
が
主
催
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
タ
デ
ィ
」。

月
１
回
、
自
分
た
ち
で
作
問
し
た
基
礎
基
本
問
題
の

全
学
級
対
抗
戦
を
行
う
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
向
け
て
、

学
級
で
は
生
徒
同
士
が
教
え
合
う
姿
が
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

　
今
後
は
、
家
庭
学
習
指
導
に
つ
い
て
も
改
善
を
続

け
、
自
ら
学
ぶ
姿
勢
や
学
習
意
欲
を
よ
り
高
め
て
い

く
考
え
だ
。「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
の
活
用
を
促

す
た
め
、
生
徒
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
実
態
に

合
っ
た
内
容
に
改
訂
す
る
予
定
だ
。
ま
た
、
校
区
に

あ
る
小
学
校
２
校
と
学
習
規
律
を
中
心
に
連
携
を
進

め
、
家
庭
学
習
指
導
に
つ
い
て
も
小
中
の
連
続
性
を

図
っ
て
い
く
。
こ
の
他
、
日
々
の
指
導
の
中
で
教
師

が
感
じ
る
生
徒
の
変
化
や
定
期
的
に
行
う
調
査
の
結

果
に
応
じ
て
、
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
自
習

帳
の
指
導
内
容
も
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

　「
私
た
ち
教
師
は
、
生
徒
、
保
護
者
も
含
め
た
『
チ

ー
ム
邑
知
』
の
一
員
で
す
。
生
徒
と
目
標
を
共
有
し
、

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。
こ
の
意
識
を
地
道
に
育

む
こ
と
が
、
家
庭
学
習
指
導
に
向
け
て
も
好
循
環
を

生
む
と
信
じ
て
い
ま
す
」（
大
場
先
生
） 

羽
咋
市
立
邑
知
中
学
校 

大
場
博
典
　O

ba H
ironori�

研
究
主
任
、３
学
年
担
任
、美
術
科
担
当 

羽
咋
市
立
邑
知
中
学
校
校
長 

中
村
康
　
　N

akam
ura Yasunori

教
師
だ
け
で
な
く 

生
徒
、保
護
者
、皆
で
「
チ
ー
ム
邑
知
」 

Action
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南
武
庫
之
荘
中
学
校
が
全
校
を
挙
げ
て
学
習
習
慣

の
定
着
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
３
年
前
の
こ
と
。

家
庭
環
境
が
厳
し
い
生
徒
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
特

に
基
礎
基
本
の
定
着
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
、
授
業

以
外
の
学
習
時
間
を
い
か
に
確
保
さ
せ
る
か
が
大
き

な
課
題
だ
っ
た
。
４
年
前
に
赴
任
し
た
倉
橋
忠
校
長

が
掲
げ
た
方
針
は
二
つ
。
一
つ
目
は
、
宿
題
の
質
と

量
を
調
整
す
る
こ
と
だ
。 

　「
ま
ず
は
、
宿
題
に
き
ち
ん
と
取
り
組
ま
せ
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
難
し
過
ぎ
な

い
内
容
で
、
多
過
ぎ
な
い
量
と
す
る
こ
と
。
こ
の
２

点
に
尽
き
ま
す
」（
倉
橋
校
長
） 

　
市
の
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
所
長
を
務
め
て
い
た

こ
ろ
、
特
に
小
学
校
の
低
学
年
で
宿
題
の
提
出
率
が

高
い
理
由
と
し
て
、
①
ど
の
よ
う
な
学
力
の
児
童
で

も
取
り
組
め
る
宿
題
を
出
し
て
い
る
こ
と
、
②
学
級

担
任
制
の
た
め
、
宿
題
の
量
を
教
科
間
で
調
整
で
き

て
い
る
こ
と
、
の
二
点
に
着
目
。
こ
れ
を
中
学
校
で

実
現
す
る
方
法
を
考
え
た
と
い
う
。 

　
二
つ
目
は
、
宿
題
を
通
し
て
達
成
感
や
成
就
感
を

味
わ
わ
せ
る
こ
と
だ
。 

　「
教
師
に
は
、
定
期
テ
ス
ト
に
出
す
問
題
を
あ
ら

か
じ
め
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
そ
れ
と
直
接
結
び
付
く
よ

う
な
宿
題
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
生

徒
に
は
、
宿
題
に
取
り
組
ん
だ
か
ら
テ
ス
ト
で
得
点

全教科の宿題を「１週間単位」に統一。教科
間で量を調整し、生徒の負荷を平準化する 
 
教科・学級両担任に加えて、市が開く「土曜
チャレンジスクール」の外部指導員とも連携。
宿題を提出しない生徒をフォローする、１週間
のサイクルを確立 
 
「家庭学習」にこだわらず、授業以外の校内
での学習時間の確保を重視。定期テスト前１
週間は部活動の練習時間を短縮して、部で
テスト勉強に取り組ませる 

1
2

3

取り組みの3つのポイント 

宿
題
の
質
と
量
を
調
整
し 

達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る 

宿
題
の
質
と
量
を
見
直
し 

提
出
率
が
6
割
か
ら
8
割
に 

尼
崎
市
立
南
武
庫
之
荘
中
学
校
が
焦
点
を
当
て
る
の
は
、家
庭
で
の
学
習
と
い
う
「
場
」
で
は
な
く
 

「
学
習
時
間
」
。
教
科
の
垣
根
を
越
え
て
宿
題
の
質
と
量
を
調
整
す
る
と
共
に
、 

学
習
の
進
み
具
合
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
体
制
を
築
い
て
い
る
。
 

  兵
庫
県
尼
崎
市
立
南
武
庫
之
荘
中
学
校
 

学
校
事
例
 

 
3

◎１９７２（昭和４７）年開校。「表
現を通して『生きる力』を育む」
を教育研究テーマに掲げ、基礎・
基本の学力定着に加えて、発
展的な学力として表現力の育
成にも力を入れる。 

S c h o o l  D a t a

校長◎倉橋 忠先生　　　生徒数◎７１８人　 

学級数◎２１学級（うち特別支援学級２） 

所在地◎〒６６１-００３３　兵庫県尼崎市南武庫之荘４-１１-１ 

ＴＥＬ◎０６-６４３６-２２４１ 

ＵＲＬ◎http://www.ama-net.ed.jp/school/J17/

み
な
み
む

こ

の

そ
う
 

〈
教
科
間
で
の
調
整
〉〈
宿
題
提
出
の
徹
底
〉〈
部
活
動
の
活
用
〉 
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で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
喜
び
や
達
成
感
を

感
じ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
が
、

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
姿
勢
や
学
習
意
欲
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」（
倉
橋
校
長
） 

　
こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
き
、
各
教
科
で
宿
題
の
量

を
調
整
し
な
が
ら
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
徹
底
的
に

フ
ォ
ロ
ー
す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。 

   

　
宿
題
を
出
し
て
か
ら
提
出
さ
せ
る
ま
で
の
基
本
サ

イ
ク
ル
は
、
１
日
で
は
な
く
１
週
間
単
位
だ
（
図
１
）。

週
の
初
め
に
、
各
教
科
が
「
今
週
の
宿
題
は
こ
れ
」

と
学
年
で
同
一
の
宿
題
を
ま
と
め
て
出
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
を
、
倉
橋
校
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

　「
１
日
単
位
で
は
、
時
間
割
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん

の
宿
題
が
出
る
日
と
そ
う
で
な
い
日
の
ば
ら
つ
き
が

生
じ
ま
す
。
１
週
間
単
位
に
す
れ
ば
、
特
定
の
日
に

集
中
す
る
こ
と
が
な
く
、
生
徒
の
勉
強
の
リ
ズ
ム
も

一
定
に
保
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
教
師
も
、
授
業
中

に
残
し
た
部
分
に
つ
い
て
『
次
回
ま
で
に
し
て
来
る

よ
う
に
』
と
臨
時
で
課
す
こ
と
は
し
ま
せ
ん
」 

　
宿
題
の
量
を
調
整
し
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
も

凝
ら
す
。
教
師
は
、
学
年
・
教
科
ご
と
に
、
そ
の
週

の
宿
題
を
小
さ
な
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
、
そ
れ

を
職
員
室
前
の
廊
下
に
掲
示
し
て
い
る
（
写
真
１
）。

こ
れ
を
見
れ
ば
、
他
教
科
が
ど
れ
く
ら
い
の
宿
題
を

課
し
て
い
る
の
か
が
一
目
瞭
然
だ
。
当
初
は
、
各
教

科
の
教
師
が
教
室
ご
と
に
宿
題
の
内
容
を
書
き
、
掲

示
し
て
い
た
が
、
負
担
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
現
在

の
形
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
。 

　
宿
題
の
量
の
目
安
は
、
成
績
中
位
層
が
１
日
１
〜

２
時
間
で
で
き
る
程
度
。
１
教
科
当
た
り
で
は
１
週

間
分
が
２
〜
３
時
間
で
終
わ
る
量
と
な
る
。
あ
る
教

師
は
、「
多
く
の
宿
題
を
出
そ
う
と
す
る
教
科
が
あ

る
と
、
他
教
科
の
教
師
か
ら
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
教
科
が
宿
題
の

量
を
ど
れ
く
ら
い
に
す
れ
ば
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
の

か
を
つ
か
み
、
自
然
と
調
整
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
と
言
う
。 

　
各
教
科
が
宿
題
を
出
す
の
は
毎
週
月
曜
日
か
火
曜

日
が
多
く
、
そ
の
後
、
教
師
は
生
徒
の
進
み
具
合
を

確
認
し
て
い
く
。 

　
最
初
の
区
切
り
は
、
毎
週
金
曜
日
の
６
時
間
目
「
基

礎
強
化
」
だ
。
こ
れ
は
学
校
裁
量
の
時
間
と
し
て
５

教
科
の
自
主
学
習
を
全
学
年
一
斉
に
行
う
も
の
。
今

週
は
国
語
、
翌
週
は
数
学
…
…
と
５
週
間
を
１
単
位

と
し
て
、
生
徒
各
自
が
習
熟
度
別
プ
リ
ン
ト
な
ど
を

こ
な
す
。
同
時
に
、
学
級
担
任
は
宿
題
の
進
み
具
合

を
一
斉
点
検
し
、
終
わ
っ
て
い
な
い
生
徒
に
は
、
そ

の
時
間
内
に
宿
題
に
取
り
組
ま
せ
る
。 

　
そ
れ
で
も
終
わ
ら
な
い
生
徒
は
、更
に「
土
曜
チ
ャ

レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」
で
取
り
組
ま
せ
る
。
尼
崎
市
が

全
市
立
中
学
校
を
対
象
に
実
施
す
る
独
自
事
業
で
、

費
用
は
無
料
。
毎
週
土
曜
日
に
大
学
生
を
中
心
と
す

る
指
導
員
が
中
学
生
に
勉
強
を
教
え
る
と
い
う
取
り

組
み
だ
。
毎
年
５
月
に
希
望
者
を
募
り
、
登
録
し
た

生
徒
は
１
年
間
に
渡
っ
て
参
加
す
る
。
教
師
は
、
生

徒
の
宿
題
進
捗
状
況
を
指
導
員
に
伝
え
、
ま
だ
終
わ

っ
て
い
な
い
生
徒
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
う
。 

　
週
が
明
け
て
月
曜
か
火
曜
の
提
出
日
に
な
っ
て
も
、

ま
だ
宿
題
が
終
わ
ら
な
い
生
徒
が
出
て
く
る
。
そ
の

場
合
は
、
放
課
後
に
校
内
の
空
き
教
室
を
使
っ
て
最

後
ま
で
取
り
組
ま
せ
る
。
倉
橋
校
長
は
、「
生
徒
に

は
、
宿
題
は
必
ず
取
り
組
む
も
の
だ
と
理
解
さ
せ
、

当
た
り
前
の
こ
と
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
粘
り
強

さ
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
の
で
す
」
と
話
す
。 

１週間の宿題サイクル 図１ 

写真１　職員室前の廊下の黒板には、各学年・
各教科のその週の宿題を、ホワイトボードに書
いて掲示している。教師はそれぞれ、宿題の内
容を記入する 

特集 

週
の
初
め
に 

１
週
間
分
の
宿
題
を
提
示 

月・火曜日 

金曜日 

土曜日 

翌週の月・火曜日 

他教科の宿題量を勘案して、各教科が１週
間分の宿題を出す 

 
６時間目の「基礎強化」の授業で、学級担任
が宿題の進み具合を一斉点検 

 
市が実施している希望制の「土曜チャレンジ
スクール」の指導員に、宿題の情報を提供。
終わっていない生徒をフォローしてもらう 

 
１週間後に提出できなかった生徒には、放課
後に残ってもらい、最後まで取り組ませる 

家庭学習―机に向かう習慣づくり― 
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授
業
以
外
の
学
習
時
間
確
保
に
は
、
部
活
動
も
活

用
す
る
。
中
学
校
で
は
定
期
テ
ス
ト
前
の
１
週
間
は

部
活
動
が
休
み
に
な
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
同
校
は

休
み
に
し
な
い
。
練
習
時
間
を
短
縮
し
、
そ
の
分
を

部
単
位
で
の
テ
ス
ト
勉
強
時
間
に
充
て
て
い
る
（
写

真
２
）。
例
え
ば
、
運
動
系
の
部
の
場
合
、
あ
る
部

は
練
習
前
に
、
あ
る
部
は
練
習
後
に
学
年
を
越
え
て

皆
で
集
ま
っ
て
勉
強
す
る
。
体
育
館
の
使
用
割
り
当

て
を
勘
案
し
て
の
こ
と
だ
。
通
常
、
部
活
動
は
午
後

７
時
ま
で
だ
が
、
夏
の
大
会
前
な
ど
に
は
午
後
７
時

半
か
ら
８
時
ま
で
延
長
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
１
学

期
の
期
末
テ
ス
ト
前
に
は
、
午
後
８
時
近
く
ま
で
学

校
に
残
っ
て
勉
強
を
続
け
る
部
も
あ
る
。
勉
強
中
は

顧
問
が
付
き
添
う
の
が
原
則
だ
。 

　「
定
期
テ
ス
ト
前
に
部
活
動
を
休
ま
せ
て
も
、
そ

の
時
間
を
テ
ス
ト
勉
強
に
向
け
る
ど
こ
ろ
か
、
無
駄

に
使
い
、
生
活
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
が
崩
れ
て
し
ま
う

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
１
人
で
は
気
が
進
ま
な
い
勉

強
で
も
、
部
活
動
と
い
う
共
通
の
喜
び
を
持
つ
仲
間

が
集
ま
る
空
間
で
な
ら
で
き
ま
す
。
学
習
習
慣
の
定

着
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
仲
間
意
識

を
高
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
」（
倉
橋
校
長
） 

　
勉
強
方
法
は
各
部
の
顧
問
に
任
さ
れ
て
い
る
。
各

自
が
取
り
組
み
た
い
教
科
を
黙
々
と
勉
強
し
た
り
、

グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
教
え
合
っ
た
り
と
、
そ
の
ス
タ

イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
。
例
え
ば
、
顧
問
が
英
語
科
教
師

な
ら
ば
、「
英
語
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
生

徒
の
要
望
に
応
え
て
、
英
語
を
教
え
る
こ
と
も
あ
る
。 

   

　
こ
う
し
た
実
践
の
成
果
は
、
生
徒
を
対
象
に
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
３
年

間
で
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、「
宿
題
が
ち
ょ

う
ど
よ
い
量
だ
と
思
う
」
と
の
回
答
が
増
え
、
逆
に

「
宿
題
が
多
過
ぎ
る
」
と
の
回
答
が
減
っ
て
い
る
。

宿
題
提
出
率
は
、
１
年
生
で
は
６
割
程
度
で
７
割
を

超
え
る
こ
と
は
な
い
が
、
２
年
生
に
な
る
と
７
割
を

超
え
、
更
に
３
年
生
に
な
る
と
８
割
を
上
回
る
。
た

だ
し
、
３
年
生
で
も
１
割
強
の
生
徒
が
提
出
を
徹
底

で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
だ
。 

　「
本
校
の
場
合
、
家
庭
学
習
の
場
を
『
家
庭
』
に

限
定
す
る
と
、
勉
強
す
る
生
徒
と
し
な
い
生
徒
の
学

力
差
が
ま
す
ま
す
広
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
公
平
に
与
え
ら
れ
た
学

校
と
い
う
空
間
を
積
極
活
用
し
よ
う
と
考
え
た
結
果
、

現
在
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
生

徒
に
も
公
平
に
勉
強
す
る
機
会
を
提
供
し
、
必
要
な

学
力
を
保
障
し
、
将
来
は
地
域
・
社
会
に
貢
献
す
る

人
間
を
育
て
る
こ
と
。
こ
れ
が
公
立
中
学
校
の
使
命

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
勉
強
の
場
に
こ
だ
わ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
倉
橋
校
長
） 

　
学
習
習
慣
の
定
着
を
打
ち
出
し
た
３
年
前
、
教
師

の
間
か
ら
反
対
意
見
は
挙
が
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

「
具
体
的
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
を
示
し
て
ほ
し
い
」

と
の
要
望
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
の
教
師
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

「
こ
れ
な
ら
で
き
そ
う
」
と
思
わ
れ
る
段
階
ま
で
詳

細
を
詰
め
た
後
、
全
教
師
に
示
し
、
理
解
を
求
め
た
。

そ
し
て
、
最
初
の
２
、
３
週
間
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期

間
と
し
て
、
教
師
と
生
徒
へ
の
理
解
を
徹
底
さ
せ
た
。 

　「
新
し
い
施
策
を
行
う
際
は
、
若
手
教
師
で
も
出

来
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
具
体
策
を
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
出
足
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
け
る
こ
と
で
教

師
の
意
識
は
上
が
り
、
生
徒
も
乗
っ
て
き
ま
す
。
す

べ
て
の
教
師
が
少
し
の
努
力
で
出
来
る
こ
と
を
、
弱

点
を
カ
バ
ー
し
合
い
な
が
ら
組
織
全
体
で
進
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
倉
橋
校
長
） 

尼
崎
市
立
南
武
庫
之
荘
中
学
校
校
長 

倉
橋 

忠
　K

urahashi Tadashi

写真２　定期テスト前の放課後、部活動の練習前に勉強
する女子テニス部員。グループ内で教え合う姿も見られた。
学習したことが記憶に残るように、受験学年の３年生は練
習後に勉強させたり、１年生はまず勉強してから、リフレッシ
ュの意味も込めて練習させるなどの工夫を凝らしている 

「
家
で
１
人
で
」
が
難
し
く
て
も 

仲
間
と
一
緒
な
ら
机
に
向
か
う 

す
べ
て
の
教
師
が 

少
し
の
努
力
で
出
来
る
取
り
組
み
に 
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皆
川
中
学
校
は
栃
木
市
北
西
の
田
園
地
帯
に
あ
る
。

１
学
年
約
４０
人
、
教
師
数
１２
人
の
小
規
模
校
で
、
学

校
に
対
す
る
地
域
の
期
待
は
大
き
い
。
校
区
は
１
小

学
校
に
１
中
学
校
で
、
子
ど
も
は
９
年
間
同
じ
仲
間

と
育
つ
。
生
徒
の
人
間
関
係
が
親
密
な
分
、
位
置
付

け
が
固
定
し
や
す
い
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
や
、
人
間
関
係
づ
く
り
を
重
視
し
て
指

導
し
て
い
る
。そ
の
成
果
も
あ
り
、学
校
は
非
常
に
落

ち
着
い
て
い
る
と
、
石
嶋
和
夫
校
長
は
話
す
。 

　「
本
校
は
１
ク
ラ
ス
二
十
数
人
な
の
で
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
目
が
届
き
や
す
く
、
ま
た
３
年
間
持
ち
上

が
り
で
担
任
を
受
け
持
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学
習

に
向
か
う
雰
囲
気
づ
く
り
を
し
や
す
い
本
校
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
教
育
を
し
よ
う
と
、
数
年
前
か
ら
、
学

習
意
欲
向
上
と
学
習
態
度
育
成
を
目
標
と
し
た
『
学

ぶ
習
慣
づ
く
り
』
を
始
め
ま
し
た
」（
石
嶋
校
長
） 

　
家
庭
学
習
に
関
す
る
取
り
組
み
の
柱
は
「
自
主
学

習
帳
」
と
「
学
習
強
調
週
間
・
学
習
訓
練
週
間
」
だ

（
Ｐ． 
１８
図
１
）。 

　
自
主
学
習
帳
は
、
毎
日
、
宿
題
以
外
の
一
定
量
（
ノ

ー
ト
の
ペ
ー
ジ
数
で
換
算
）
を
学
習
す
る
と
い
う
も

の
。
決
め
ら
れ
た
日
に
提
出
し
て
、
担
任
に
よ
る
チ

ェ
ッ
ク
を
受
け
る
。
全
校
で
取
り
組
む
が
、
学
習
量

や
提
出
頻
度
は
担
任
の
裁
量
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。

３
年
生
担
任
の
小
林
伸
彦
先
生
は
、
毎
年
、
年
度
初

自主学習帳を定期的に提出させ、家庭学習
の定着を図ると共に、担任は生徒指導に生
かす 
 
定期テスト前は「学習強調週間」、学期初め
は「学習訓練週間」とする。計画表などのチ
ェックシートを用いて、生徒自身に家庭学習の
振り返りをさせる 
 
委員会活動の１つとして「学芸委員会」を設
け、生徒自身が家庭学習の促進役を担う 

1

2

3

取り組みの3つのポイント 

自
主
学
習
帳
と
学
習
週
間
に
よ
り 

生
徒
主
体
で「
学
ぶ
習
慣
」を
定
着 

 

授
業
と
家
庭
学
習
を
合
わ
せ
た
「
学
ぶ
習
慣
づ
く
り
」
に
力
を
入
れ
る
栃
木
市
立
皆
川
中
学
校
。
 

教
師
だ
け
で
な
く
、生
徒
が
運
営
す
る
学
芸
委
員
会
の
活
動
で
自
主
学
習
帳
の
提
出
率
を
高
め
る
な
ど
、 

生
徒
が
自
ら
学
ぶ
意
識
を
高
め
て
い
る
。
 

栃
木
県
栃
木
市
立
皆
川
中
学
校
 

学
校
事
例
 

 
4

◎１９４７（昭和２２）年開校。１
学年約４０人の小規模校で、
少人数を生かした指導を実践
している。２００５年度より３年間、
文部科学省の指定を受け、コ
ミュニケーション能力育成と人
間関係づくりを重視した小中
一貫教育の研究開発に取り
組んだ。 

S c h o o l  D a t a

校長◎石嶋和夫先生　　　生徒数◎１４０人　 

学級数◎６学級 

所在地◎〒３２８-００６７　栃木市皆川城内町１８５６ 

ＴＥＬ◎０２８２-２２-１８２５ 

ＵＲＬ◎http://www.tcn.ed.jp/̃minagawa.jh/

自
主
学
習
帳
で 

生
徒
の
様
子
を
把
握 

〈
自
主
学
習
帳
の
活
用
〉〈
学
習
週
間
〉〈
生
徒
に
よ
る
啓
発
活
動
〉 
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め
に
生
徒
と
話
し
合
い
、
ル
ー
ル
を

決
め
る
。
０９
年
度
の
担
当
ク
ラ
ス
で
は
、

１
日
１
ペ
ー
ジ
相
当
で
毎
日
提
出
し
、

提
出
率
は
月
９０
％
以
上
と
決
め
た
。 

　「
１
、
２
年
生
の
時
は
、
提
出
率
８０

％
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
別

に
計
算
練
習
や
漢
字
練
習
を
課
す
き

ま
り
に
し
ま
し
た
が
、
３
年
生
で
は
、
そ
う
し
た
き

ま
り
は
な
く
し
ま
し
た
。『
受
験
に
向
け
て
勉
強
す

べ
き
今
、
罰
則
が
怖
い
か
ら
勉
強
を
す
る
と
い
う
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
』
と
呼
び
掛
け
た
と
こ

ろ
、
生
徒
か
ら
賛
同
を
得
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
も
、

提
出
率
は
下
が
っ
て
い
ま
せ
ん
」 

　
担
任
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、
多
く
の
場
合
、
判
を
押
す
程

度
だ
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
の
傾
向
、
内
容

の
推
移
な
ど
は
し
っ
か
り
把
握
し
、
生
徒
指
導
に
役

立
て
る
。
見
続
け
る
こ
と
で
、
生
徒
の
状
態
や
生
徒

自
身
が
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

　「
普
段
は
緻
密
に
書
き
込
む
生
徒
が
、
漢
字
練
習

だ
け
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
ら
、『
何
か
あ
っ
た
の

か
』
と
声
を
掛
け
ま
す
し
、
好
き
な
教
科
し
か
学
習

し
な
い
生
徒
に
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
組
む
よ
う
に

指
導
し
ま
す
。
毎
日
の
学
習
内
容
か
ら
、
生
徒
が
自

分
の
何
を
ど
う
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
が
読
み

取
れ
る
の
で
、
生
徒
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
考
え
る
の

に
役
立
ち
ま
す
」（
小
林
先
生
） 

　
０８
年
度
に
２
年
生
を
受
け
持
っ
た
石
川
容
子
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。 

　「
生
徒
が
家
で
何
を
学
習
し
て
い
る
の
か
は
教
師

に
見
え
に
く
い
た
め
、
指
導
に
も
難
し
い
面
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
見
え
な
い
部
分
に
対
し
て
『
提
出
す
る
』

と
い
う
習
慣
付
け
が
で
き
た
こ
と
に
、
生
徒
指
導
上

の
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」 

   

　
二
つ
め
の
柱
の
う
ち
、「
学
習
強
調
週
間
」
は
、

定
期
テ
ス
ト
の
１
週
間
前
に
行
う
。
取
り
組
み
は
、

ク
ラ
ス
単
位
と
個
人
単
位
の
２
本
立
て
。
ク
ラ
ス
単

位
で
は
、
ク
ラ
ス
の
課
題
に
沿
っ
て
目
標
を
決
め
、

守
る
こ
と
が
で
き
た
か
を
「
ク
ラ
ス
チ
ェ
ッ
ク
表
」

（
図
２
上
）
で
学
芸
委
員
会
の
生
徒
が
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
。
個
人
単
位
で
は
、
ク
ラ
ス
目
標
の
達
成
度
を

「
学
習
強
調
週
間
」
で 

予
鈴
着
席
と
家
庭
学
習
を
一
度
に
確
認 

皆川中学校の取り組み 図１ 

クラスの学芸委員が１日分をチェックして記入、その日のうちに担任に提出する 

生徒一人ひとりが目標を守ることが出来たかをチェックし、前日の家庭学習時間を記入して、
学芸委員に提出する 

「学習強調週間」のチェック表 図２ 

学期初め「学習訓練週間」 

自主学習帳 

定期テスト前「学習強調週間」 

新年度、新学期、学年末の時期に、授業態
度の規律を徹底させ、学ぶ姿勢を育成する 

 
家庭学習習慣の定着を図る 

 
定期テストに向けて、生徒自らが計画的に学
習を進められるようにする 
 

●クラスチェック表 

●自己評価表 

このシートは、Benesse教育研究開発センターのウェブサイトから加
工可能な形式でダウンロードできます。 
http://view21.jp/c9213/

ち

み
つ 
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一
人
ひ
と
り
が
「
自
己
評
価
表
」（
図
２
下
）
で
チ

ェ
ッ
ク
す
る
と
共
に
、
定
期
テ
ス
ト
に
向
け
た
「
学

習
予
定
表
」
を
作
成
し
、
両
シ
ー
ト
と
も
毎
日
提
出

す
る
。
い
ず
れ
も
、
担
任
が
判
を
押
し
て
、
そ
の
日

の
う
ち
に
返
す
。 

　「
特
別
な
期
間
を
設
け
て
、
目
標
を
改
め
て
思
い

返
し
、
守
ろ
う
と
意
識
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
反
省
を
次
に
生
か
せ
る
よ

う
に
、
振
り
返
り
を
大
切
に
し
た
指
導
を
し
て
い
ま

す
」（
石
嶋
校
長
） 

　
学
期
初
め
の
１
週
間
に
は
「
学
習
訓
練
週
間
」
を

行
っ
て
い
る
。「
学
習
の
き
ま
り
（
チ
ャ
イ
ム
が
鳴

る
前
に
着
席
す
る
、
忘
れ
物
を
し
な
い
、
最
後
ま
で

黙
っ
て
話
を
聞
く
、
最
後
ま
で
は
っ
き
り
発
言
す
る
）」

を
徹
底
さ
せ
る
期
間
で
、「
学
習
訓
練
チ
ェ
ッ
ク
表
」

を
用
意
し
、
授
業
者
が
毎
回
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。 

　
普
段
の
授
業
で
学
習
へ
の
意
識
を
高
め
て
お
き
、

「
学
習
強
調
週
間
」
で
家
庭
学
習
を
関
連
付
け
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
同
校
の
「
学
ぶ
習
慣
づ
く
り
」
の
特

徴
が
あ
る
。 

   

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
学
芸

委
員
会
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
委
員

会
活
動
の
一
つ
で
、
１
〜
３
年
生
の
各
ク

ラ
ス
２
、
３
人
の
希
望
者
か
ら
成
る
。
主

な
活
動
は
、
自
主
学
習
帳
や
各
種
チ
ェ
ッ

ク
表
の
回
収
と
担
任
へ
の
提
出
、
各
週
間

で
の
目
標
決
定
、
委
員
会
だ
よ
り
「
紙
ひ
こ
う
き
」

（
図
３
）
の
発
行
だ
。
中
で
も
重
要
な
の
は
、
目
標

や
提
出
物
の
厳
守
の
呼
び
掛
け
だ
。 

　「
委
員
の
目
は
厳
し
く
、
提
出
し
な
い
生
徒
に
は

き
ち
ん
と
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
生
徒
の

人
間
関
係
が
崩
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
役
割
で

声
を
掛
け
て
い
る
と
他
の
生
徒
は
理
解
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
教
師
は
『
人
に
呼
び
掛
け
る
立
場
だ
か
ら
、

ま
ず
自
分
が
き
ち
ん
と
し
よ
う
』
と
指
導
し
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
も
育
成
し
て
い
ま
す
」（
小
林
先
生
） 

　
学
芸
委
員
会
の
一
連
の
活
動
は
、
情
報
伝
達
や
提

出
物
の
配
布
・
回
収
と
い
っ
た
実
務
面
で
教
師
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
自
身
が
課
題
を
自

覚
し
て
学
習
に
向
か
う
意
欲
を
高
め
る
の
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

　「
学
習
強
調
週
間
」「
学
習
訓
練
週
間
」
の
終
了
後

は
、
学
芸
委
員
会
で
ク
ラ
ス
チ
ェ
ッ
ク
表
を
基
に
反

省
会
を
行
う
。
そ
の
結
果
は
、
担
任
が
今
後
の
学
級

運
営
の
取
り
組
み
に
活
用
し
、
更
に
「
紙
ひ
こ
う
き
」

に
掲
載
し
て
、
生
徒
全
員
で
共
有
す
る
。「
反
省
会

で
委
員
の
生
徒
は
真
面
目
に
発
言
し
て
い
ま
す
し
、

み
ん
な
責
任
感
を
持
っ
て
務
め
て
い
ま
す
」
と
、
学

芸
委
員
会
を
担
当
す
る
石
川
先
生
は
言
う
。 

　
今
後
の
課
題
は
、
少
子
化
が
進
み
、
教
師
数
が
減

っ
た
と
き
の
対
応
だ
。
こ
れ
ら
の
指
導
は
、
生
徒
へ

の
個
別
対
応
を
大
切
に
出
来
る
半
面
、
課
題
の
チ
ェ

ッ
ク
に
時
間
が
か
か
る
。
委
員
会
活
動
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
で
教
師
の
負
担
は
減
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
も
厳
し
く
な
る
。
た
だ
し
、
石
嶋
校
長
は
、
今

の
体
制
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
話
す
。 

　「
学
習
強
調
週
間
、
自
主
学
習
帳
と
も
、
生
徒
が

各
自
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
課
さ

れ
た
課
題
を
こ
な
し
て
終
わ
り
、
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

担
任
や
学
芸
委
員
、
生
徒
自
身
が
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
仕
組
み
は
、
た
と
え
回
数
を
減
ら
し
て
も
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」 

栃
木
市
立
皆
川
中
学
校 

石
川
容
子
　Ishikaw

a Yoko�

音
楽
科
担
当 

栃
木
市
立
皆
川
中
学
校 

小
林
伸
彦
　K

obayashi N
obuhiko�

３
学
年
担
任
。
理
科
担
当 

栃
木
市
立
皆
川
中
学
校
校
長 

石
嶋
和
夫
　Ishijim

a K
azuo

定期テストの予想問題や、効果的な勉強法などを
委員自身が調べて記事にする。学習強調週間の反
省と課題など、委員会で話し合ったことも報告する 

学
芸
委
員
会
は
、実
務
の
支
援
と 

学
習
意
欲
向
上
の
一
石
二
鳥 

学芸委員会だより「紙ひこうき」 図３ 
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本コーナーで紹介している
調査結果の詳細は

ウェブサイトでご覧いただけます

httphttp://view21.jpview21.jp/c9221c9221/

＊1「次のことはどれくらい当ては
まりますか」という質問に「とても
当てはまる」「割と当てはまる」と
回答した比率
＊２「次のように感じることがあり
ますか」という質問に「とても感じ
る」「割と感じる」と回答した比率

＊「次のような時間を増やしたいと
思いますか」という質問に、「増や
したい」と回答した比率

◎中学生の約８割が、「毎日
が楽しい」と感じている。一
方、時間の使い方に関する自
己評価は、小学生に比べて低
い。やりたい事ややるべき事
がたくさんある中で、多忙感
や意欲の低さを自覚する生徒
も相当数いる。

◎増やしたい時間の上位三つ
は、「睡眠時間」「勉強時
間」「友だちと過ごす時間」
である。特に「勉強時間」を
増やしたいと答えた中学生
は、小学生よりも25ポイン
ト以上も高い。また、小学生
と比べて、家族や友だちと過
ごす時間を増やしたい比率が
減り、一人で過ごす時間を増
やしたい比率が増える点が注
目される。

生
活
・
学
習
習
慣
、時
間
に
関
す
る
意
識

人
と
過
ご
す
時
間

心
や
体
の
疲
れ

＊１

＊2

規則正しい
生活を
している

計画的に
勉強をする

毎日が楽しい

もっとゆっくり
過ごしたい

時間をむだに
使っていると
感じる

忙しい

やる気が
起きない

（％）
100806040200

（％）10 20 30 40 50 60 700

睡眠時間

勉強時間

外で遊ぶ・
スポーツをする時間
（習い事・部活動を除く）

家族と
過ごす

友だちと
過ごす

一人で
過ごす

41.0

60.0

53.1

52.3

42.842.8

35.9

57.8

42.8

21.1

73.2

44.1

34.634.6

89.1

81.581.5

81.0

46.546.5

63.6

49.549.5

59.2

43.443.4

46.546.5

49.5

43.4

61.7

小学生

中学生

小学生

中学生

学校　7時間34分睡眠　7時間45分

2時間1分 3時間1分
58分

7時間28分 1時間
42分7時間7分

2時間1分
1時間
43分

58分
7時間20分7時間26分

睡眠

食事・身の回りのこと移動

学校

部活動
学習

メディア
遊び・習い事

その他

睡眠

食事・身の回りのこと移動

学校 学習

メディア遊び・習い事

その他

63.663.6

34.6

81.5

63.6

68.9

26.6

12.112.112.1

22.622.6

49.949.9

22.6

49.9

46.5

授
業
や
部
活
動
、
塾
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
時
間
を
ど
の
よ
う
に
使
い
た
い
と
思
い
、

実
際
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
中
学
生
の
時
間
の
使
い
方
に
対
す
る
意
識
と
、

放
課
後
を
中
心
と
し
た
1
日
の
過
ご
し
方
の
実
態
を
紹
介
す
る
。

毎日は楽しいが、もっとゆっくり過ごしたい1

５割以上が、睡眠時間も勉強時間も増やしたい2

時間の使い方、心や体の疲れ

増やしたい時間

子どもと
教育

第　2　回　

ベネッセ
の

データ
でみる

生
活
時
間
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http: view21.jp c9221

◎1日のうち、睡眠や食事、
学校の授業など、すべての中
学生に必要な行為は、全学年
とも18時間前後。これに家
庭学習時間と、1・2年生は
部活動の時間を加えると、中
学生自身が自由に使える時間
は2時間程度にとどまる。

＊四捨五入の関係上、各項目の値
の合計は24時間ちょうどにはなら
ない

◎１・２年生と３年生それぞ
れについて、放課後から就寝
まで（15時～翌2時）、何を
している中学生が何％いるか
を時間の経過と共に示した。
例えば、1・2年生の夕食の
ピークは19時で、その後20
時台が学習のピーク、23時
に約50％が就寝している。
受験学年の3年生は、部活動
の代わりに学習時間が増える
が、一部の生徒は遊びや習い
事、メディアに費やしてい
る。

42.8

34.6

81.5

46.5

49.5

43.4

46.5

15

食事・身の回りのこと　2時間0分

部活動　1時間16分移動　1時間0分
学習　1時間36分

学校学校　7時間34分7時間34分

遊び（学校以外）　23分
習い事・その他　59分

無回答・不明　5分

睡眠睡眠　7時間45分7時間45分 学校　7時間34分睡眠　7時間45分

メディア
1時間21分

2時間1分2時間1分 3時間1分3時間1分

25分

58分58分

7分

7時間28分7時間28分 1時間1時間
42分42分7時間7分7時間7分

2時間1分2時間1分

1時間17分

1時間1時間
43分43分

58分58分

58分

58分

23分

7時間20分7時間20分7時間26分7時間26分

2時間1分
7時間28分 1時間

42分7時間7分

2時間1分
1時間
43分7時間20分7時間26分

5分

1時間4分1時間41分

5分

1時間6分

100
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40
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0

16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2
（時）

（％）

■１・２年生

■１年生

■２年生

■３年生

睡眠睡眠

食事・身の回りのこと食事・身の回りのこと移動移動

学校学校

部活動部活動
学習学習

メディアメディア
遊び・習い事遊び・習い事

その他その他

睡眠

食事・身の回りのこと移動

学校

部活動
学習

メディア
遊び・習い事

その他

15

100

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2
（時）

（％）

■3年生

睡眠睡眠

食事・身の回りのこと食事・身の回りのこと移動移動

学校学校 学習学習

メディアメディア遊び・習い事遊び・習い事

その他その他

睡眠

食事・身の回りのこと移動

学校

部活動

学習

メディア遊び・習い事

その他

63.6

12.1

22.6

49.9

24時間

3時間1分

１日のうち自由に使えるのは約2時間3

3年生になると、部活動の時間が学習かメディアの時間に4

放課後以降の時間の使い方（11月の平日）

24時間の使い方（11月の平日）
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◎上図は、学校外での家庭学習時間を
「学校の宿題」「学校の宿題以外」「学
習塾」に区別して、どの時間帯に、どの
くらいの割合で行っているかを示してい
る。
　部活動をして帰宅し、夕食後に机に向
う生徒が多いようだ。学校の宿題は21時

台を中心に幅広い時間帯で行われてい
る。宿題以外の「家での勉強」は夕食前
と22時頃と二つのピークがあり、22時
以降は、塾にかかわる勉強が多く含まれ
る可能性がある。

◎上図は、テレビや携帯電話、本、新聞
などの情報メディアを分類し、どの時間
帯にどのくらいの割合で行っているかを
示している。
　17～22時台は、「テレビ・ＤＶＤ」を
見ている割合が高く、ピークは21～23
時となっている。

　一方、「本・新聞」は1日当たり平均
５分と少ない。
　なお、それぞれの平均時間は、食事や
学習など、ほかの事をしながらではな
く、そのメディアに専念していた時間を
指す。そのため、実際に接していた時間
は、もう少し長い可能性がある。

50

40

30

20

10

0

（％）

32102322212019181716151413121110987654

家での勉強（学校の宿題）家での勉強（学校の宿題）

学習塾学習塾

家での勉強（学校の宿題以外家での勉強（学校の宿題以外））

家での勉強（学校の宿題）

学習塾

家での勉強（学校の宿題以外）

50

40

30

20

10

0

（％）

32102322212019181716151413121110987654

（時）

（時）

テレビ・ＤＶＤテレビ・ＤＶＤ

パソコンパソコン 携帯電話

マンガ・雑誌・音楽マンガ・雑誌・音楽

テレビ・ＤＶＤ

パソコン

マンガ・雑誌・音楽 本・新聞

夕食のピーク

夕食のピーク

家での勉強のピークは18時と22時の2回5

本や新聞を読むのは1日5分6

家庭学習時間（2年生、学習の種類別）

メディアの時間（2年生、媒体別）

家での勉強（学校の宿題）
平均30分/日

学習塾
平均33分/日

家での勉強
（学校の宿題以外）
平均39分/日

本・新聞　平均5分/日

マンガ・雑誌・音楽　平均15分/日

携帯電話　平均7分/日

テレビ・ＤＶＤ
平均64分/日

パソコン
平均12分/日
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　中学生になると、小学校時代よりも保護者の関与が

少なくなり、学校や友だち、一人で過ごす時間が増え

る。「自律」が求められる年齢にあって、時間を計画

的に使えるようになることは、「自立」に向けた第一

歩となる。

　中学生は、部活動や宿題など、授業が終わっても学

校関係のことに時間を費やしている（P.21　　　）。家

に帰ってから寝るまでの限られた時間の中で、家族と

の会話や趣味など、完全に自分が好きに使える時間を

やりくりする必要がある。実際に「もっとゆっくり過

ごしたい」「忙しい」と感じる生徒は多い（P.20 　）。

ただし、多忙感を抱いていても、「毎日が楽しい」「充

実している」と感じることが大切だ。そのためにも、目

的意識を持って毎日を過ごすように意識付けること

が、自律した生活を送る手助けになるだろう。

　また、１日の過ごし方や時間に対する意識には、

学年によって特徴がある。１年生は、小学校との違い

に戸惑う時期だ。小学校時代よりも宿題が増え、部活

動が始まる影響で、自分で使える時間が極端に減る。

２年生は、学校生活に慣れてくるが、中だるみをしや

すい。１年生と１日の学習時間は変わらないが、メデ

ィアの利用時間は20分以上増えている。３年生になる

と、高校受験に向けての家庭学習が更に重要となり、

それまで部活動に費やしていた時間の使い方にも自主

性が求められる。このように、学年ごとに生活スタイ

ルは変わるものであり、それぞれの課題を踏まえた支

援が必要だろう。

　2012年に全面実施となる新学習指導要領では、授業

時数も学習内容も増える。宿題の量や部活動の時間帯

などにも影響すると予想される。放課後の過ごし方は

学校だけで指導しきれるものではないが、更に多忙に

なりそうな生徒たちが放課後の時間を有意義に過ごせ

るよう、学校や家庭・地域の支援がますます重要にな

るのではないだろうか。

家での勉強（学校の宿題）

学習塾

家での勉強（学校の宿題以外）

テレビ・ＤＶＤ

パソコン

マンガ・雑誌・音楽

授業時数増が放課後の過ごし方に
及ぼす影響も考慮した支援を

ま と め

Benesse Research

3

1

4

「放課後の生活時間調査」Benesse教育研究開発センター
調査時期は2008年11月、調査対象は全国の小学５年生～高校２年生
で、有効回答数は合計8,017人（うち中学生は3,592人）。有効回収率は
31.2％。

保護者の意識
について取り上げます

次号
予告

◎家族そろって食事をする日数や、父母の仕事の種類別に見た
子どもとの会話時間など、保護者と子どものかかわり方が分か
る

http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/72-16.html

◎家庭や学校での日常生活や地域とのかかわり、価値観など、
社会性に関連する意識を調べている。その一部として、起床時
間や就寝時間、休日の過ごし方など、時間に関する項目がある

http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/teinenrei2/
zenbun/index.html

◎携帯電話、インターネット、テレビゲーム（オンラインゲー
ム）など、メディアに関する利用時間が詳しく分かる

http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/jouhou5/
index.html

◎10歳以上を対象に、日々の生活における「時間の過ごし方」
や1年間の「余暇活動」の状況などが、経年で分かる

http://www.stat.go.jp/data/shakai/2006/index.htm

◎中学２年生の学校外での時間の過ごし方を国際比較できる。
宿題の時間が短く、テレビ視聴の時間が長いことなどが分かる

http://www.nier.go.jp/timss/2007/index.html

研修会や保護者会に役立つ！
子どもの生活時間に関する
お薦めウェブサイト

厚生労働省

全国家庭児童調査

内閣府

低年齢少年の生活と意識に関する調査

第５回情報化社会と青少年に関する意識調査

総務省

社会生活基本調査

＊上記は2009年7月時点での情報です

国立教育政策研究所

ＩＥＡ国際数学・理科教育動向調査の2007年調査

61　　　～　出典

◎食事・睡眠など、基本的な生活習慣に関するデータが分かり
やすく示されている

http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/katei/
08060902.htm

文部科学省

家庭で・地域で・学校でみんなで早寝早起き朝ごはん
─子どもの生活リズム向上ハンドブック─
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文
部
科
学
省
が
発
表
し
た
「
平
成
20
年

度
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等

調
査
」
に
よ
る
と
、
中
学
２
年
生
の
握
力
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
、
50
ｍ
走
、
持
久
走

の
全
国
平
均
値
は
、
１
９
８
５
年
度
に
比

較
し
て
、
す
べ
て
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
（
図
１
）。

　

同
調
査
結
果
か
ら
は
、
体
力
・
運
動
能

力
に
は
運
動
習
慣
に
加
え
て
、
規
則
正
し

い
生
活
習
慣
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と

言
え
そ
う
だ
。
例
え
ば
、
運
動
習
慣
に
関

し
て
は
、
男
女
共
に
授
業
以
外
の
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
頻
度
が
高
い
ほ
ど
、
体

力
合
計
点（
＊
）が
高
い
傾
向
が
あ
っ
た（
図

２
ー
①
）。

　

生
活
習
慣
に
関
し
て
は
、
朝
食
を
毎
日

食
べ
る
生
徒
は
、
全
く
食
べ
な
い
生
徒
と

比
較
し
て
、
体
力
合
計
点
が
高
か
っ
た
（
図

２
ー
②
）。
ま
た
、
特
に
男
子
に
お
い
て
テ

レ
ビ
（
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
含
む
）
の
視
聴

時
間
が
３
時
間
以
上
の
集
団
は
、
そ
れ
以

外
の
集
団
と
比
較
し
て
体
力
合
計
点
が
低

い
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図
２
ー
③
）。

　

 

そ
こ
で
、「
運
動
朝
会
」
を
中
心
と
し

た
運
動
習
慣
の
確
保
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

あ
い
さ
つ
、
掃
除
な
ど
当
た
り
前
の
生
活

規
律
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と

で
生
徒
の
心
を
育
み
、
体
力
向
上
に
成
功

し
て
い
る
東
広
島
市
立
豊
栄
中
学
校
の
取

り
組
み
を

26
以
降
で
紹
介
す
る
。
体
力

づ
く
り
で
日
本
一
の
学
校
を
目
指
す
同
校

の
工
夫
か
ら
、
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
。

課
題

フ
ォ
ー
カ
ス

P.

と
よ
さ
か

現状

運
動
頻
度
が
少
な
く
、
生
活
習
慣
が

乱
れ
が
ち
な
生
徒
ほ
ど
体
力
は
低
い

近
年
、「
疲
れ
や
す
く
」「
け
が
を
し
や
す
い
」子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

今
回
は
、中
学
生
の
体
力
低
下
の
実
態
と
、そ
の
背
景
を
デ
ー
タ
で
整
理
す
る
と
共
に
、

生
活
規
律
の
改
善
を
含
め
た
体
力
づ
く
り
を
実
践
す
る
学
校
の
取
り
組
み
を
通
し
て
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
考
え
る
。

生
徒
の

体
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は

に
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図 1、２：｢平成 20年度全国体力・運動能力、
運動習慣等調査｣ 文部科学省
http://www.mext.go.jp/b_menu/
houdou/21/01/1217980.htm

（＊）「体力合計点」とは 50m走や反復横跳
　　 びなど 8種目の実技で、体力や運動能
　　 力を得点化したもの

出典

中学２年生の体力・運動能力の比較図１

体力合計点との関連図 2

ほとんど
毎日

体
力
合
計
点

42.9

52.4

36.3

44.0

32.9

41.6

31.2

39.9

ときどき ときたま しない

① 運動やスポーツの実施頻度（学校の体育の授業を除く）

（点） 男子　　女子

体
力
合
計
点

42.9

男子　　女子

48.5

44.041.9 41.4

48.6

１時間未満 1時間以上
２時間未満

２時間以上
３時間未満 ３時間以上

48.9

39.9

47.4

③1日のテレビの視聴時間（テレビゲームも含む）

（点）

毎日食べる

体
力
合
計
点

41.7

48.7

40.1
46.3

38.8
44.6

時々欠かす 全く
食べない

② 朝食の摂取状況

（点） 男子　　女子

  　　1985年度  2008年度  増減

握力 男子 31.61kg 30.05kg -1.56

 女子 25.56kg  24.24kg -1.32

ハンドボール投げ 男子 22.10m 21.30m -0.80

 女子 15.36m 13.56m -1.80

50m走 男子 7.90秒 8.06秒 +0.16

 女子 8.57秒 8.89秒 +0.32

持久走1500m 男子 6分 06秒 40  6分 35秒 71 +29.31

持久走1000m 女子 4分 27秒 11   4分 52秒 62 +25.51
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よ
う
で
す
。
学
校
内
の
活
気
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
」（
保
健
体

育
担
当
の
沖
山
隆
則
先
生
）

　

そ
こ
で
、
同
校
は
、
2
0
0
2
年
頃
か

ら
全
校
を
挙
げ
て
体
力
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
開
始
し
た
。
目
標
に
掲
げ
た
の
は
、「
心

と
体
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
、
体
力
向
上

を
図
る
」
こ
と
だ
（
図
１
）。

　

同
校
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、
授
業
や

部
活
動
な
ど
で
忙
し
い
中
学
校
生
活
の
中

で
体
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
の
基
礎
で
あ
る
集
団
行
動
で
の
規

律
を
ま
ず
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
た
こ
と
に
あ
る
。
体
力
づ
く
り
だ
け
で

は
な
く
、「
当
た
り
前
の
事
が
当
た
り
前
に

出
来
る
」
よ
う
に
な
る
た
め
生
活
面
を
併

せ
た
取
り
組
み
を
重
視
し
、
生
徒
に
５
つ

の
目
標
を
掲
げ
た

28
図
２
）。
日
頃
か

ら
き
び
き
び
し
た
動
き
、
け
じ
め
の
あ
る

行
動
、
礼
儀
を
大
切
に
す
る
心
な
ど
を
身

に
付
け
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
体
力
向
上

に
取
り
組
み
、
気
力
・
活
力
を
養
う
た
め

の
指
導
を
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。

合
宿
訓
練
と
運
動
朝
会
で

基
礎
を
築
く

　
「
心
と
体
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
さ
せ

る
」
指
導
の
一
つ
目
の
柱
は
、
新
入
生
を

対
象
に
入
学
直
後
に
行
う
２
泊
３
日
の
合

宿
訓
練
だ
。
食
育
な
ど
を
通
し
て
生
活
習

慣
と
体
力
の
関
係
を
考
え
さ
せ
る
と
共
に
、

集
団
の
規
範
を
理
解
さ
せ
、
中
学
生
と
し

て
の
自
覚
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
合
宿
中
は
、
あ
い
さ
つ
の
練
習

で
礼
儀
を
学
び
、
発
声
や
校
歌
の
練
習
で

心
を
開
か
せ
、
集
合
整
列
な
ど
を
通
し
て

生
活
規
律
と
体
力
づ
く
り
を

一
体
化
し
た
指
導
を
開
始

　

豊
栄
中
学
校
が
あ
る
東
広
島
市
豊
栄
町

は
、
広
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
の
山
間
部
に
位

置
す
る
。
自
然
が
豊
か
な
地
域
で
は
あ
る

が
、
都
市
部
と
同
様
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ゲ
ー
ム
の
流
行
な
ど
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
が
外
で
遊
ぶ
機
会
は
減
少
傾
向
に
あ

る
。更
に
、少
子
化
に
よ
る
小
学
校
の
統
廃

合
に
伴
い
、
大
半
の
児
童
が
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
登
下
校
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
常
の

運
動
量
が
大
幅
に
減
り
、
体
力
の
低
下
も

懸
念
さ
れ
て
い
た
。

　
「
以
前
か
ら
、
体
力
が
な
い
こ
と
か
ら
、

何
を
す
る
に
も
面
倒
く
さ
が
っ
た
り
、
す

ぐ
に
疲
れ
て
動
か
な
く
な
っ
た
り
と
、
気

力
の
な
さ
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た

（
P.

「
当
た
り
前
の
生
活
規
律
」の
徹
底
と

運
動
習
慣
の
定
着
で
、体
力
向
上
を
図
る

広
島
県
東
広
島
市
立
豊と

よ

栄さ

か

中
学
校

学校事例

校長 河野俊治先生　

所在地 〒 739-2317
 広島県東広島市豊栄町鍛冶屋 341-1

生徒数　89人

学級数　５学級（うち特別支援学級 2）

TEL 082-432-2351

URL http://www.it-toyosaka-hiroshima.jp/
 toyochu/

東広島市立豊栄中学校
1947（昭和 22）年開校。1995（平成 7）年
度から保小中高一貫教育を推進。全校挙げて体
力向上に取り組み、2002年から「毎日カップ
中学校体力つくりコンテスト」に毎年入賞。

東
広
島
市
立
豊
栄
中
学
校
校
長

河
野
俊
治

K
ono Shunji

東
広
島
市
立
豊
栄
中
学
校

沖
山
隆
則

O
kiyam

a Takanori

保
健
体
育
担
当
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集
団
生
活
で
の
規
律
を
身
に
付
け
さ
せ
て

い
く
。
合
宿
で
の
訓
練
は
、
日
常
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
、
例
え
ば
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

や
部
活
動
な
ど
で
も
土
台
に
な
る
も
の
だ

と
い
う
。

　
「
合
宿
訓
練
は
『
体
力
づ
く
り
』
を
含
め

た
中
学
校
生
活
の
心
構
え
を
持
た
せ
る
た

め
に
行
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
同

じ
小
学
校
出
身
な
の
で
、
仲
良
し
感
覚
の

ま
ま
中
学
校
に
進
学
し
ま
す
。
中
学
校
生

活
を
始
め
る
に
当
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

の
基
礎
と
な
る
礼
儀
や
あ
い
さ
つ
、
集
団

生
活
で
の
規
律
な
ど
を
徹
底
し
て
指
導
す

る
こ
と
で
、
生
徒
は
、
こ
れ
ま
で
と
の
違

い
を
認
識
し
ま
す
。
そ
れ
が
、
小
学
生
か

ら
『
中
学
生
』
に
な
る
第
一
歩
な
の
で
す
」

（
河
野
俊
治
校
長
）　

　

取
り
組
み
の
二
つ
目
の
柱
は
、「
運
動
朝

会
」
だ
。
週
２
回
、
朝
の
15
分
を
使
っ
て

全
校
生
徒
が
一
斉
に
体
を
動
か
す
。
内
容

は
、
学
校
近
郊
の
起
伏
の
あ
る
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
を
２
キ
ロ
走
る
な
ど
、
か
な
り
充

実
し
て
い
る

28
図
３
）。
1
年
生
は
、

慣
れ
な
い
う
ち
は
筋
肉
痛
に
悲
鳴
を
上
げ

る
こ
と
に
な
る
。

　
「
体
力
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
運
動
が
苦

手
な
生
徒
も
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

逃
げ
出
す
生
徒
は
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
腕

立
て
伏
せ
が
出
来
な
け
れ
ば
、『
膝
を
着
い

て
も
い
い
よ
』
と
い
う
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
何
よ
り
み
ん
な
で
元
気
に
声
を
出
し

て
や
る
か
ら
こ
そ
、
運
動
が
苦
手
な
生
徒

も
頑
張
っ
て
つ
い
て
い
こ
う
と
す
る
よ
う

で
す
」（
沖
山
先
生
）

　

５
月
後
半
に
も
な
れ

ば
、
運
動
が
得
意
な
生
徒

も
苦
手
な
生
徒
も
、
そ
れ

ぞ
れ
確
実
に
体
力
の
向
上

を
実
感
す
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
。
自
分
自
身
の
成

長
が
励
み
に
な
り
、
更
に

意
欲
が
出
る
の
だ
。

　

意
欲
の
向
上
は
、「
生

活
ノ
ー
ト
」
に
も
見
て
と

れ
る
。
毎
日
の
生
活
で
感

じ
た
こ
と
を
記
録
し
、
担

任
に
提
出
す
る
ノ
ー
ト
だ

が
、
特
に
１
年
生
は
「
壁

倒
立
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
筋
肉
痛
に
な

ら
な
く
な
っ
た
」
な
ど
、

体
力
づ
く
り
に
関
す
る
こ

と
を
書
く
生
徒
が
多
い
と
い
う
。
日
々
自

分
の
体
力
が
向
上
し
て
い
く
こ
と
に
、
達

成
感
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

運
動
朝
会
は
週
２
回
、
わ
ず
か
15
分
の

取
り
組
み
だ
が
、
３
年
間
継
続
す
る
こ
と

で
、
生
徒
の
体
力
は
格
段
に
向
上
す
る
。

同
校
の
伝
統
で
あ
る
「
１
分
間
の
壁
倒
立
」

は
、
入
学
直
後
の
１
年
生
で
は
出
来
な
い

生
徒
が
約
半
数
を
占
め
る
が
、
３
年
生
に

な
る
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

全
国
平
均
と
比
較
し

生
徒
の
意
欲
を
喚
起

　

取
り
組
み
の
成
果
を
客
観
的
に
把
握
す

る
た
め
、
同
校
で
は
、
毎
年
４
〜
５
月
に

文
部
科
学
省
が
実
施
す
る
「
新
体
力
テ
ス

ト
」
も
活
用
し
て
い
る
。
握
力
、
上
体
起

（
P.

豊栄中学校の体力づくりの目標図 1

日本一という目標を掲げるだけでなく、具体的な数値目標と具体的な取り組みを設定
した。教師は年度初めに生徒の体力を把握し、生活ノートなどを通して指導・助言を
与える。体力を付けることで、生徒の欠席日数も減らすことにつながっている

「心と体を一体としてとらえ、
　積極的に運動し体力の向上を図り、
　真の体力づくり日本一を目指す」

《 指導方針 》 
◎ 中学生として「当たり前の事が、当たり前に出来る」ように、日頃からきび
きびした動き、けじめのある行動、礼儀を大切にする心など、道徳的な取り
組みを通して心の育成、体力の向上を図る 

◎ 自然に恵まれた環境を活かし、地域の人材・施設を積極的に活用した取り
組みを通して体力の向上を図る 

 《 数値目標 》 
◎ 学年のすべての種目で全国平均数値を上回る 
◎ 昨年の新体力テストで課題として示された「握力・投力」の数値を高める 
◎ ３年生の75％以上の生徒が新体力テストでB判定以上を取る 

 《 具体的な取り組み 》 
◎ 新体力テストを実施し、生徒の体力を把握(４～５月) 
◎ 生活実態アンケートを実施(６月) 
◎ 授業前の準備運動で補強、体ほぐしの運動を実施(１年を通して) 
◎ 休憩時間（授業後）を活用したトレーニング(１年を通して) 
◎ 運動朝会の実施(１年を通して) 
◎ 生徒全員が部活動に参加し、工夫した体力づくりを実施(１年を通して) 
◎ 生活ノートなどで、生徒の実態を把握し指導・助言を行う(１年を通して) 
◎ 体育の授業の工夫(準備体操・新しいトレーニングの導入) 
◎ クラスマッチの実施(バレーボール・ロードレース・駅伝)
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こ
し
、
持
久
走
、
50
ｍ
走
な
ど
8
種
目
の

テ
ス
ト
を
行
う
。
生
徒
た
ち
は
、
新
体
力

テ
ス
ト
の
成
績
に
よ
っ
て
自
身
の
状
態
を

把
握
す
る
こ
と
が
出
来
、
体
力
づ
く
り
の

目
標
設
定
が
出
来
る
。
前
年
よ
り
判
定
が

上
が
れ
ば
大
き
な
励
み
に
も
な
る
。
沖
山

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
08
年
度
は
、
男
女
共
に
全
種
目
で
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
３
年
生
は
、

全
体
の
８
割
以
上
が
B
判
定
以
上
と
い
う

好
成
績
を
マ
ー
ク
出
来
ま
し
た
。
新
体
力

テ
ス
ト
の
成
績
か
ら
、
教
師
も
生
徒
も
体

力
づ
く
り
の
た
め
の
一
連
の
取
り
組
み
が

成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ

と
が
出
来
、
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　

同
校
で
は
、
生
徒
個
人
に
目
標
を
持
た

せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
と
し
て
「
日

本
一
」
と
い
う
大
き
な
目
標
も
掲
げ
て
い

る
。
02
年
か
ら
「
毎
日
カ
ッ
プ
中
学
校
体

力
つ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」（
＊
）
に
応
募
し
、

毎
年
、
入
賞
を
果
た
し
て
い
る
。
05
年
に

は
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
、
06
年
に
は
文

部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
2
年
連
続
で

日
本
一
と
い
う
好
成
績
を
収
め
た
。「
小
さ

い
学
校
で
す
か
ら
、『
日
本
一
』
の
称
号
は

生
徒
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
」（
河
野

校
長
）

　

こ
こ
し
ば
ら

く
は
「
優
秀
賞
・

優
良
賞
」
に
と

ど
ま
っ
て
い
る

た
め
、
日
本
一

に
返
り
咲
く
こ

と
を
目
標
に
、

「
体
育
健
康
委

員
会
」
の
生
徒

が
率
先
し
て
他

の
生
徒
を
引
っ

張
っ
て
い
る
と

い
う
。
運
動
朝

会
で
は
、
委
員

は
前
に
出
て
声
を
掛
け
た
り
、
出
来
て
い

な
い
生
徒
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
り

す
る
な
ど
、
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
。
ま
た
、
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果

を
活
用
し
、
全
国
平
均
数
値
を
下
回
る
種

目
を
中
心
と
し
て
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
握
力
の
成
績
が
課
題
と
な
っ
た

年
は
、
帰
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
全
員
が

握
力
強
化
運
動
を
す
る
な
ど
、
短
い
時
間

で
出
来
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
補
強

し
て
い
る
。

　
「
授
業
後
に
毎
日
取
り
組
む
の
は
、
確
か

に
教
師
も
生
徒
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
ま

す
が
、
何
も
し
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
少
し

の
時
間
で
も
有
効
に
使
う
意
識
が
大
切
で

す
」
と
、
沖
山
先
生
は
語
る
。
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
の
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
活
用
す
る
た

め
に
は
、
生
徒
が
機
敏
に
効
率
よ
く
動
け

る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
同
校
が
集
団
行

動
の
規
律
を
徹
底
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
出

来
る
の
だ
ろ
う
。

体
力
づ
く
り
は
心
を
磨
き

気
力
・
活
力
を
育
む

　

体
力
づ
く
り
の
成
果
に
比
例
し
て
、
生

徒
が
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
対
し
て

も
意
欲
的
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

例
え
ば
、
同
校
は
校
内
の
緑
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
水
や
り
や
草
む
し
り
な
ど

の
作
業
も
、
積
極
的
に
動
き
、
責
任
を
持
っ

て
行
う
姿
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　
「
本
校
に
は
、
生
活
面
で
目
立
っ
た
問
題

行
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
当
た
り
前
の
生
活

規
律
』
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
自

ら
判
断
し
て
迅
速
に
動
き
ま
す
。
本
校
で

は
判
断
力
・
時
間
管
理
能
力
を
高
め
る
た

め
に
、『
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
・
５
分
前
行
動
』

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
チ
ャ
イ
ム

が
一
切
鳴
り
ま
せ
ん
の
で
、
生
徒
は
時
計

を
見
て
自
ら
着
席
し
、
授
業
を
受
け
る
態

勢
を
整
え
て
い
ま
す
。
体
力
づ
く
り
で
育

ま
れ
た
気
力
・
活
力
が
、
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
の
生
徒
の
や
る
気
を
高
め
て
い

運動朝会のメニュー図 3

◎１年を通じ、週２回（月、木）実施

●月曜日
校庭や学校周辺で、持久走、ダッシュ、ハンドボー
ル投げ、立ち幅跳び、反復横跳び、サーキットトレー
ニングなど
＊時期に応じてグループ別にローテーションで実施

●木曜日
体育館で、腕立て伏せ、腹筋、背筋、馬跳び、リ
ズムジャンプ、開閉ジャンプ、壁倒立、ぞうきん掛け
＊上記メニューを順番に全員で実施

豊栄中が目指す「当たり前のこと」図 2

あいさつ、掃除、歌声、勉強、体力づくりに取り組む際の目標を、
全校生徒・教師が共有出来るように具体的に明示した

当たり前の「あいさつ」
 ◎相手より先に

  ◎誰にでも心を込めて
  ◎明るく礼儀正しいあいさつを

1

2

3

4

5

当たり前の「掃除」
 ◎取り掛かりを早く

  ◎無言で心を込めて
  ◎時間いっぱい隅 ま々で掃除を

当たり前の「歌声」
 ◎姿勢（足、手、目）を決めて

  ◎大きな声で心を込めて
  ◎みんなでさわやかな歌声を

当たり前の「勉強」
 ◎背筋を伸ばし

  ◎目と耳と指先に心を込めて
  ◎興味と関心を持った勉強を

当たり前の「体力」
 ◎競争心を持って

  ◎元気な掛け声で心を込めて
  ◎自主的に体力づくりを

＊成長期の中学生の健康・体力づくりに意欲的に取り組み、「生きる力」の育成に成果を上げている中学校を表彰するコン
テスト（毎日新聞社主催、文部科学省ほか後援）

［中学版］ 2009  Vol .2
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る
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
沖
山
先
生
）

　

生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
さ
せ

る
た
め
に
は
、
教
師
の
声
掛
け
の
役
割
も

大
き
い
。
生
徒
の
日
々
の
や
る
気
に
応
え

る
た
め
に
、
褒
め
る
べ
き
と
こ
ろ
は
す
ぐ

褒
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。「
積
極

性
」
や
「
責
任
感
」
な
ど
の
心
の
成
長
は
、

体
力
の
よ
う
に
数
値
で
は
測
れ
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
少
し
の
変
化
で
も
認
め
る
と

い
う
細
か
な
目
配
り
も
怠
ら
な
い
こ
と
が
、

生
徒
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
重
要
な
の

だ
。

　

教
師
か
ら
の
働
き
掛
け
だ
け
で
な
く
、

生
徒
た
ち
相
互
で
意
識
を
高
め
さ
せ
た
こ

と
も
、
同
校
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。

１
年
生
か
ら
３
年
生
の
縦
割
り
で
、
運
動

朝
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
効
果

的
だ
っ
た
。

　
「
運
動
朝
会
は
縦
割
り
の
班
で
行
い
、
上

級
生
が
下
級
生
に
手
本
を
見
せ
た
り
、
助

け
た
り
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
先
輩

が
後
輩
を
育
て
る
と
い
う
意
識
を
持
た
せ

る
こ
と
で
、
先
輩
で
あ
る
２
、３
年
生
に
自

己
肯
定
感
や
自
尊
感
情
が
育
ま
れ
ま
す
。

実
際
、
彼
ら
は
『
１
年
生
の
手
本
に
な
る

ん
だ
』
と
奮
起
し
ま
す
。
１
年
生
は
、
運

動
が
苦
手
で
も
辛
抱
し
て
こ
つ
こ
つ
積
み

重
ね
れ
ば
、
先
輩
た
ち
の
よ
う
に
な
れ
る

と
思
い
、頑
張
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
時
に
、

上
下
関
係
を
学
び
、
先
輩
に
対
す
る
接
し

方
を
学
ぶ
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
掃

除
や
運
動
会
な
ど
も
縦
割
り
で
の
活
動
を

基
本
に
し
て
い
ま
す
し
、
年
度
初
め
の
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
で
発
声
練
習
や
歌
の
練
習
を
行

う
際
は
、
１
年
生
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
３

年
生
が
出
席
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
」（
河

野
校
長
）

　

縦
割
り
の
班
で
の
活
動
に
よ
り
上
級
生

は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
、

下
級
生
は
そ
の
姿
を
見
て
自
分
を
鼓
舞
す

る
と
い
う
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。

地
域
交
流
を
通
じ
て

更
な
る
意
欲
向
上
を

　

こ
こ
数
年
は
、
体
力
づ
く
り
の
成
果
を

発
表
す
る
場
を
設
け
よ
う
と
、
地
域
の
老

人
ホ
ー
ム
や
保
育
所
を
訪
問
し
て
ゲ
ー
ム

や
体
操
を
一
緒
に
楽
し
ん
だ
り
、
地
域
の

祭
り
に
参
加
し
て
運
動
朝
会
の
様
子
を
発

表
し
た
り
、
町
の
行
事
で
あ
る
駅
伝
大
会

に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
交
流
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

過
疎
化
が
進
む
同
校
の
地
域
で
は
、
若

者
が
少
な
い
た
め
、
中
学
生
が
中
心
に
な
っ

て
地
域
を
活
性
化
し
よ
う
と
い
う
目
的
も

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
教
師
は
生
徒
た

ち
の
活
力
を
し
っ
か
り
と
育
て
る
必
要
性

を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
地
域
と
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
、
年

長
者
へ
の
敬
意
や
、
年
少
者
に
対
す
る
思

い
や
り
の
心
も
育
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
を
学
校
外

の
地
域
の
人
々
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、

更
に
体
力
づ
く
り
に
向
け
て
の
意
欲
を
高

め
て
い
け
る
と
思
う
の
で
す
」（
河
野
校
長
）

　

体
力
づ
く
り
の
基
盤
に
な
る
当
た
り
前

の
生
活
規
律
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
で
、

生
徒
の
心
と
体
を
育
ん
で
き
た
豊
栄
中
学

校
。
体
力
向
上
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、

生
徒
の
達
成
感
や
自
己
肯
定
感
を
大
切
に

す
る
き
め
細
や
か
な
配
慮
や
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
の
工
夫
は
、
体
力
づ
く
り

に
取
り
組
む
多
く
の
学
校
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
だ
ろ
う
。

↑写真１　最初は腕だけで体
を上げることが出来ない生徒
には、膝を床に着けることで
徐々に筋力を付けていくよう
に指導している

←写真２　同校伝統の「１分
間の壁倒立」。出来ない生徒は
上級生の助けを借りて練習を
積み、３年生になるとほとん
どの生徒が出来るようになる
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フ
ォ
ー
カ
ス

に
フ
ォ に

生
徒
の

体
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は

課
題



　

奈
良
市
立
若
草
中
学
校
は
、
長
年
に
わ

た
り
授
業
改
善
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
こ

こ
数
年
は
文
部
科
学
省
や
奈
良
市
教
育
委

員
会
の
研
究
指
定
を
受
け
、
教
師
全
員
参

加
型
の
授
業
研
究
を
行
う
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
研
究
推
進

委
員
長
の
佐
貫
正
彦
先
生
は
「
生
徒
の
学

力
や
家
庭
学
習
へ
の
姿
勢
の
二
極
化
が
顕

著
に
な
り
、
学
校
内
の
指
導
だ
け
で
は
限

界
を
感
じ
て
い
た
」
と
語
る
。

　

「
生
徒
は
授
業
中
に
ノ
ー
ト
を
き
ち
ん

と
取
っ
て
い
ま
す
が
、
『
形
だ
け
』
の
生

徒
も
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
実

際
、
成
績
下
位
層
の
生
徒
か
ら
は
『
復
習

や
テ
ス
ト
勉
強
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
』

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
授
業
改
善

に
加
え
、
家
庭
学
習
の
方
法
も
し
っ
か
り

と
指
導
す
る
必
要
性
が
あ
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
同
校
は
、
2
0
0
7
年
度
か
ら

家
庭
学
習
の
指
導
を
強
化
。
ま
ず
、
家
庭

学
習
の
手
引
き
「
学
習
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

を
作
成
し
た
。
各
教
科
の
学
習
法
を
出
来

る
だ
け
具
体
的
に
記
す
と
共
に
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
、
家
庭
学
習
の

大
切
さ
を
生
徒
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
特

徴
だ
（
図
１
）
。
例
え
ば
、
１
日
の
目
標

学
習
時
間
は
「
平
日
２
時
間
、
テ
ス
ト
前

４
時
間
」
と
し
た
が
、
こ
れ
は
実
際
に
生

徒
の
学
習
時
間
と
成
績
の
相
関
を
見
た
結

果
だ
と
い
う
。

　

「
07
年
度
の
１
学
期
中
間
テ
ス
ト
の
前

と
後
の
各
１
週
間
、
家
庭
学
習
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
あ
る

一
定
時
間
ま
で
は
家
庭
学
習
時
間
に
比
例

し
て
、
成
績
が
右
肩
上
が
り
に
伸
び
て
い

た
の
で
す
。
調
査
か
ら
『
効
果
を
生
む
最

低
学
習
時
間
』
が
明
ら
か
に
な
り
、
『
こ

れ
だ
け
家
で
勉
強
す
れ
ば
、
成
績
は
伸
び

る
』
と
い
う
、
生
徒
に
も
納
得
感
の
あ
る

目
標
を
設
定
出
来
ま
し
た
」
（
佐
貫
先
生
）

　

ま
た
、
調
査
で
は
、
テ
ス
ト
勉
強
の
計

画
を
立
て
た
生
徒
は
成
績
が
良
い
傾
向
に

あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
計
画

的
に
勉
強
に
取
り
組
ま
せ
よ
う
と
、
定
期

テ
ス
ト
前
の
学
習
計
画
を
書
か
せ
る
シ
ー

ト
「
学
習
計
画
と
記
録
」
を
作
成
し
た
。

　

「
テ
ス
ト
前
２
週
間
は
毎
日
、
実
際
に

取
り
組
ん
だ
学
習
内
容
と
学
習
時
間
を
記

録
さ
せ
、
翌
日
に
提
出
さ
せ
ま
し
た
。
毎

日
担
任
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
学
習
時
間
が
少

な
過
ぎ
る
生
徒
や
、
特
定
の
教
科
ば
か
り

勉
強
し
て
い
る
生
徒
に
は
声
を
掛
け
る
よ

う
に
し
、
学
習
ス
タ
イ
ル
を
確
立
さ
せ
る

の
が
ね
ら
い
で
す
」
（
佐
貫
先
生
）

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
テ
ス
ト

前
１
週
間
の
家
庭
学
習
時
間
は
、
１
学
期

家
庭
学
習
時
間
と
成
績
の
関
係
を

調
査
し
、目
標
時
間
を
設
定

「
学
習
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
」と「
家
庭
学
習
の
記
録
」で

家
庭
学
習
時
間
を
増
や
す

奈
良
県 

奈
良
市
立
若
草
中
学
校

「
生
徒
の
学
力
向
上
に
は
学
校
内
の
指
導
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
」
と
感
じ
、
学
校
独
自
の
家
庭
学
習
の
手
引
き
を
作
成
し
た
奈
良
市
立
若
草
中
学
校
。

家
庭
学
習
の
実
態
を
調
査
し
て
目
標
時
間
を
設
定
し
た
り
、
定
期
テ
ス
ト
前
の
「
学
習
計
画
と
記
録
」
を
張
り
込
め
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

生
徒
が
活
用
し
や
す
い
よ
う
様
々
な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

テスト前の家庭学習時
間と、中間テストの５
教科合計の平均得点を
計算してグラフ化。07
年度１学期の調査で
は、１週間の家庭学習
時間が７時間未満と14
時間以上では、得点の
差が100～200点もあ
ることが分かった

家庭学習時間の推移と成績の相関図図１

指
導
の
ひ
と
さ
じ

家
庭
学
習
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か
ら
２
学
期
の
間
に
、
全
学
年
で
増
加
。

特
に
３
年
生
は
３
・
1
時
間
も
増
え
た
。

　

取
り
組
み
を
開
始
し
て
か
ら
２
年
。
そ

の
間
に
は
、
課
題
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
。
研
究
推
進
委
員
の
的
場
宏
純
先
生
は

次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
『
学
習
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
の
配
付
時
に

は
学
年
集
会
を
開
き
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
目
を
通

す
の
は
そ
の
時
だ
け
で
、
後
は
机
に
入
れ

っ
ぱ
な
し
の
生
徒
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、

『
学
習
計
画
と
記
録
』
を
紛
失
し
て
し
ま

う
生
徒
も
お
り
、
回
収
率
は
良
い
と
は
い

え
な
い
状
態
で
し
た
」　

　

そ
こ
で
、
09
年
度
に
「
学
習
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
の
名
称
を
「
学
び
の
は
ぐ
く
み
」

に
改
め
、
内
容
も
大
幅
に
改
訂
し
た
（
図

２
左
）
。
ま
ず
、
生
徒
に
定
期
的
に
開
か

せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
冊
子
の
後
半
に

「
学
習
計
画
と
記
録
」
を
張
る
ス
ペ
ー
ス

を
つ
く
っ
た
。
手
引
き
に
張
り
込
む
こ
と

で
、
紛
失
す
る
生
徒
は
少
な
く
な
っ
た
。

更
に
、
卒
業
生
や
大
学
生
か
ら
家
庭
学
習

の
大
切
さ
、
勉
強
法
の
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
や
体
験
談
を
語
っ
て
も
ら
う
コ
ー
ナ

ー
を
新
設
。
教
師
よ
り
も
、
先
輩
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
の
方
が
、
生
徒
の
共
感
を
得

や
す
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
テ
ス
ト
前
だ
け
で
な
く
普
段
の

学
習
に
つ
い
て
も
記
録
さ
せ
よ
う
と
、
新

た
に
「
家
庭
学
習
の
記
録
」
（
図
２
右
）

を
作
成
し
、
勉
強
し
た
時
間
分
だ
け
マ
ス

を
塗
り
学
習
時
間
を
記
録
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
取
り
組
み
を
始
め
て
ま
だ
数
か
月

だ
が
、
「
頑
張
り
を
目
に
見
え
る
形
に
し

た
こ
と
で
、
励
み
に
な
る
と
い
う
声
も
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
徒
の
意
識
は
以

前
に
も
増
し
て
高
ま
り
ま
し
た
。
平
常
時

の
家
庭
学
習
時
間
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
」
と
、
的
場
先
生
は
そ
の
成
果
に
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
校
区
内
の
小
学
校
と
の
連
携

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
学
習
習
慣
の
定
着
の
大
き
な
壁
だ
と

感
じ
る
の
は
、
小
学
校
と
中
学
校
で
宿
題

の
内
容
が
変
わ
る
こ
と
で
す
。
小
学
校
で

は
担
任
に
よ
っ
て
宿
題
の
量
が
調
整
さ
れ

ま
す
が
、
中
学
校
の
宿
題
は
各
教
科
担
当

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
る
た
め
、
日
に
よ

っ
て
宿
題
量
は
ま
ち
ま
ち
で
す
。
ま
た
、

『
テ
ス
ト
ま
で
に
ワ
ー
ク
を
20
ぺ
ー
ジ
学
習

す
る
』
と
い
う
よ
う
に
、
計
画
性
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
つ
ま
ず
い
て
し
ま
う

生
徒
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
宿
題
の
出

し
方
を
含
め
、
家
庭
学
習
の
方
法
に
つ
い

て
も
、
校
区
内
の
小
学
校
と
連
携
を
深
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
（
佐
貫
先
生
）

頑
張
り
を
目
に
見
え
る
形
に
し
て

学
習
時
間
増
を
図
る

◎1947（昭和22）年開校。敷地からは東
大寺大仏殿や二月堂といった世界遺産が望
める。「完遂」「創造」「連帯」の校訓の下、
「あなたならできる」を教育目標に掲げ、
心・学び・仲間を育む学校づくりを目指す。

佐貫正彦
Sanuki  Masahiko  

研究推進委員会委員長。
理科担当。3学年担任。

奈良市立若草中学校

校長 黒田八郎先生

生徒数 434人

学級数 14学級（うち特別支援学級2）

所在地 〒630-8113

 奈良市法蓮町1416－１

TEL 0742-26-3273

FAX 0742-26-3274

ＨＰ http://www.naracity.ed.jp/wakakusa-j/

奈良市立若草中学校　

的場宏純
Matoba Hirozumi

研究推進委員会委員。
理科担当。２学年担任。

奈良市立若草中学校

家庭学習の記録　カードの種類は全１０種
類。100時間ごとに１枚のカードになっている。
100時間は若草山、200時間は生駒山、500
時間で富士山といったゴールが各シートには設
定されている。年間500時間を目標にし、達成
すると賞状がもらえる

学びのはぐぐみ　07年度、08年度は「学習
のガイダンス」という名称だったが、09年度か
らは生徒により親しんでもらえるよう「学びのは
ぐくみ」と変えた。サイズもＢ4サイズの「学習
計画と記録」を張りやすいようＢ５サイズからＡ
４サイズに変更した

S C H O O L  D A T A

「学びのはぐくみ」と「家庭学習の記録」図2

上記右のシートは、Benesse教育研究開発センターのウェブサイトから
加工可能な形式でダウンロードできます。
http://view21.jp/c9241/
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［埼玉県／北坂戸中学校／長壁 宏］ 

次号のテーマは 
「これまでの教師生活で最も『恥ずかしかった』 
『悔しかった』『危機一髪だった』出来事は？」 
このコーナーでは、毎号異なるテーマについて、先生方から頂いた思い
やご意見を紹介します。テーマに関するご意見は小誌ウェブサイト
（http://view21.jp/c9251/）からご投稿ください。お待ちしています。 

先生方からお寄せいただいたご意見の主なものを、編集部でまとめて簡単な見取り図にしました。

特に多かった声は「１人一台のPCが欲しい」「たくさんの打ち合わせスペースが欲しい」でし

た。ご意見の具体的な内容はウェブサイト（http://view２１.jp/c９２５１/）でご覧いただけます。 

 

 

 

 

［三重県／三重平中学校／藤本俊幸］ 

 

 

 

［京都府／Ｒ中学校／Ｊ・Ｓ］ 

◎銀行や役所のカウンターのような担任の机があり、その

奥に「勉強のこと」「進路のこと」など、目的や相談内容別

に対応できる先生が座るスペースがある。生徒が気軽に、

かつ節度をもって利用できる。 

 

 

◎職員室の隅にホワイトボードを置いて、立ってミーティ

ングができるスペースを確保する。 

セキュリティー対策が施されたスペース 
（生徒の個人情報を入れる棚など） 

１人１台のノートPC
テーブル 

応
接
セ
ッ
ト 

周囲を気にせず会議や面談ができる 

いすを後ろ向きにすると 
すぐに話し合いができる 

お茶を飲みながら 
情報交換ができる 

会議の時に天井から降りてくる 

この他にもこんなご意見をいただきました 

十分な収納スペースが 
ある机 

学年ごとの 
打ち合わせ用テーブル 

2年生 2年生 

職員会議用の大テーブル 

教科ごとの大きな収納棚 

喫
茶
カ
ウ
ン
タ
ー 

管
理
職
の
先
生 

ソファと 
テーブル 

ス
ク
リ
ー
ン
ま
た
は
電
子
黒
板 

すべての教室、PCをLANでつなぎ、書類や予定表、 
伝達事項などはネットワーク上でやりとりできる 

◎各先生はキャスターで移動可能ないすと引出しを持ち、

机は必要に応じて共用する。壁に作業台を置きPCを並べる。 

※机やいすの数等はイメージです。扉や窓は省略しています。 

クローズドエリア オープンエリア 

１年生 １年生 3年生 3年生 
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Reader 's  VIEW
テーマ：これが理想の職員室 

読 者 の ペ ー ジ  

2009

今回の特集の取材を通して、多くの先生から「もっともっと個別に対応した

いが、あまりに多忙で難しい」とのお話を伺いました。そうした現状の中、『家

庭学習』という学校外の学びを、公教育がどこまでどのようにかかわればよ

いのか、改めて考え直す必要性を強く感じました。（久保木） 

編集後記 

32［中学版］ 2009 Vol .2


